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祝 ご成人おめでとうございます！
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（敬称略）
新成人に今の気持ちを聞きました

成
人
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
言
動
と
行
動
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。

田
仲　

隼
士

責
任
感
と
自
覚
を
持
ち
、

何
事
に
も
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。

槇
峰　

祐
太

成
人
に
な
っ
た
の
で
、

大
人
と
し
て
の
責
任
を

持
ち
、
常
識
を
持
っ
て

い
き
た
い
で
す
。
将
来

は
、
人
に
何
か
影
響
を

与
え
ら
れ
る
人
間
に
な

り
た
い
で
す
。上

口　

翔
馬

笑
顔
で
が
ん
ば
り
ま
す
。　
　

梅
本
よ
し
の

元
気
に
が
ん
ば
り
ま
す
！　
　

辻
本　

理
那

20
才
に
な
っ
て
、
仕
事
を
も
っ
と
が
ん
ば
り

ま
す
☆　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
合　

千
夏

－2014年 大淀町成人式－
★

★

★ ★★★★224人の門出を祝福

　

１
月
1�
日（
月
）の
成
人
の
日
に
、
成
人
式
が

町
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
本

町
で
成
人
を
迎
え
た
人
は
、
平
成
５
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
性
１
１
０
人
、
女
性
１
１
４
人
の
あ
わ
せ

て
２
２
４
人
で
す
。
そ
の
う
ち
１
９
１
人
の
新

成
人
が
こ
の
式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
会
場
で
は
、
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
姿
の
新

成
人
が
友
人
同
士
で
談
笑
し
た
り
記
念
写
真

を
撮
っ
た
り
し
て
、
会
場
は
華
や
い
だ
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
本
紙
で
は
、
新
成
人
の
み
な
さ
ん
に
抱

負
や
、
将
来
の
夢
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

▲�新成人代表で松林未誉子さんが宣誓を行いました。

新成人に今の気持ちを聞きました
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こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
ま
わ
り

の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
、
将
来
の
夢
に
向

け
て
し
っ
か
り
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

　

菊
川　

清
美

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
今
ま
で
育
て
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
将
来
に
向
け
て
毎

日
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　

貝
辻　

美
紗

仕
事
が
ん
ば
り
ま
す
!!

米
田　

勝
也

い
つ
ま
で
も
ピ
ー
タ
ー

パ
ン
症
候
群
♡吉岡　

志
真

何
事
も
責
任
を
持
っ
て

が
ん
ば
り
ま
す
。

　

菊
谷　

和
善

今
年
も
笑
顔
で
が
ん
ば

り
ま
す
！　

橋
本　
　

瞳

勉
強
を
が
ん
ば
り
ま

す
！

薮
ノ
内
美
穂

国
家
試
験
が
ん
ば
り
ま

す
♡

光
山　

結
女

今
年
も
お
仕
事
が
ん
ば

り
ま
す　

中
西　

由
実

大
人
っ
て
感
じ
が
し
ま
す
。

　

小
西　
　

潔

人
の
た
め
、
自
分
の
た
め

に
生
き
て
い
く
。山本　

直
樹

自
分
の
夢
の
た
め
に
つ
き

進
み
た
い
。

中
東　

大
貴

こ
れ
か
ら
も
仕
事
が
ん
ば
り
ま
す
。山本　

佑
紀

素
敵
な
管
理
栄
養
士
に
な
り
ま
す
！

　

北
浦　

麻
有

産
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

垣
本　

翔
夢

カ
ッ
コ
イ
イ
大
人
に
な
り
ま
す
！

吉
田　

亮
太
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平
成
25
年
分
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
の
窓
口
で
の
相
談
・
申
告
書
の
受

付
は
、
２
月
17
日（
月
）か
ら
３
月
17
日

（
月
）ま
で
で
す
。

　

申
告
期
限
が
近
づ
く
と
、
混
雑
し
ま
す

の
で
申
告
は
お
早
め
に
！
な
お
、
期
間
中

の
土
・
日
曜
日
は
閉
庁
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
吉
野
税
務
署

　

☎
０
７
４
６-

32-

３
３
８
５

◦
町
役
場　

税
務
課

　

税
理
士
等
に
よ
る
地
区
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
日　

時

　

３
月
６
日（
木
）・
７
日（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※　

昼
休
み
の
休
憩
を
は
さ
み
ま
す
。

■
場　

所

　

町
文
化
会
館　

視
聴
覚
室

※�　

資
産（
土
地
・
建
物
や
株
式
等
）の
譲

渡
、
贈
与
税
、
相
続
税
、
山
林
所
得
や

確
定
申
告
の

時
期
に
な
り
ま
し
た

確
定
申
告
な
ど
の
相
談
会

に
関
す
る

に
関
す
る

税

お
知
ら
せ

税

お
知
ら
せ

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
相
談
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

吉
野
税
務
署　

個
人
課
税
部
門

　

☎
０
７
４
６-

32-

１
５
２
６

　

一
人
ひ
と
り
の
納
税
が
住
民
生
活
を
支

え
て
い
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
、
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
失
業
や
病
気
な
ど
で
収
入
が

減
っ
た
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
町
税
を
ど

う
し
て
も
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
な
い

と
き
は
町
役
場
税
務
課（
徴
収
対
策
室
）に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○�

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
納
付

の
た
び
に
金
融
機
関
な
ど
へ
お
出
か
け
い

た
だ
く
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

う
っ
か
り
納
付
期
限
を
忘
れ
て
し
ま
う

と
い
う
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

届
出
印
と
通
帳
を
お
持
ち
の
う
え
、
各

金
融
機
関
お
よ
び
郵
便
局
の
窓
口
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

税
務
課

町
税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

平
成
26
年

町
県
民
税
の
申
告
相
談

　

今
年
も
町
県
民
税
の
申
告
相
談
を
下
記

の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。（
表
１
）

　

相
談
日
に
申
告
書
を
提
出
さ
れ
る
人

は
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�　

当
日
都
合
の
悪
い
人
は
町
役
場
税
務

課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
分
の
申
告
か
ら
公
的
年
金
等

の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か

つ
、
公
的
年
金
等
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
以
下
の
人
は
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
が
、「
公
的

年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
控
除
の
適
用
を
受
け
る
と
き
は
、

町
県
民
税
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※�　

町
県
民
税
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合

は
、
町
役
場
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
急
な
事
情
で
相
談
会
場
が
使
用

で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
相
談
会
場
を

町
役
場
税
務
課（
午
後
１
時
30
分
～
午
後

５
時
）に
変
更
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

税
務
課

月　日 時　間 大　　　字 相談会場

２／22（土）

9：00～10：30
中増・西増・増口・出口・比曽・上比曽 旭ヶ丘総合センター
北野 北野西公民館
佐名伝・大阿太グリーンポリス 佐名伝公民館

11：00～12：30

北六田・新野・馬佐 新野公民館
中越部・奥越部・南大和 南大和公民館
口越部・土田 土田公民館
薬水・花吉野ガーデンヒルズ 薬水コミュニティセンター

13：30～15：00
北町１～３丁目・北町学園前 北町１丁目公民館（旧集会所）
金吾町・畑屋・持尾・矢走・芦原 金吾町北郷コミュニティセンター
西町６丁目・香梨台・車坂町・高見台・つつじヶ丘 車坂町公民館（旧集会所）

15：30～17：00
新町１～３丁目・岡崎１～３丁目・西町１～５丁目 西町５丁目コミュニティセンター
岩壺・鉾立・大岩・今木 今木公民館

13：30～17：00 口桧垣本・上桧垣本・吉野平・町内全域 町役場

３／１（土）9：00～17：00（12：00～13：30除く） 町内全域 町役場

（表１）
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記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度

の
対
象
者
が
拡
大

個
人
町
民
税
・
県
民
税
の

主
な
税
制
改
正

　

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林

所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
人

（
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申

告
の
必
要
が
な
い
人
も
対
象
と
な
り
ま

す
。）は
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
と
帳

簿
書
類
の
保
存
が
必
要
で
す
。

※�　

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
や
記
帳

の
内
容
の
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.nta.go.jp

）

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
吉
野
税
務
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

吉
野
税
務
署

　

☎
０
７
４
６-

32-

３
３
８
５

　

平
成
26
年
度
か
ら
、
後
記
の
と
お
り
税

制
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

■�

町
民
税
・
県
民
税
の
均
等
割
り
額
の
引

上
げ

　

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
地
方
公
共

団
体
が
実
施
す
る
防
災
施
策
の
財
源
を
自

主
的
に
確
保
で
き
る
よ
う
、
平
成
26
年
度

か
ら
10
年
間
に
限
り
、
個
人
住
民
税
の

均
等
割
額
の
標
準
税
率
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。（
表
２
）

■
給
与
所
得
控
除
の
見
直
し

　

給
与
収
入
金
額
が
１
５
０
０
万
円
を
超

え
る
場
合
の
給
与
所
得
控
除
に
つ
い
て
、

２
４
５
万
円
の
上
限
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。（
表
３
）

■�

復
興
特
別
所
得
税
の
創
設
に
よ
る
寄
附

金
控
除
の
見
直
し
と
寄
附
金
税
額
控
除

の
対
象
拡
大

　

平
成
25
年
か
ら
復
興
特
別
所
得
税
が
創

設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
得
税
に
お
い

て
寄
附
金
控
除
の
適
用
を
受
け
た
場
合
に

は
、
所
得
税
額
を
課
税
標
準
と
す
る
復
興

特
別
所
得
税
額
も
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
方
公
共
団
体
等

へ
の
寄
附
金
に
係
る
個
人
住
民
税
の
寄
附

金
控
除
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
平

成
50
年
度
ま
で
の
間
、
復
興
特
別
所
得
税

（
１
０
０
分
の
２
・
１
）分
に
対
応
す
る
率

を
減
ず
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
奈
良
県
と
大
淀
町
で
は
、
地
域

に
お
け
る
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与

す
る
民
間
公
益
活
動
の
推
進
を
図
る
た
め

町
・
県
民
税
の
税
額
控
除
の
対
象
を
拡
大

し
ま
し
た
。

■�

年
金
所
得
者
の
申
告
手
続
き
の
簡
素
化

　

公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
税
の
源
泉
徴

収
税
額
の
計
算
に
つ
い
て
、
控
除
対
象
と

さ
れ
る
人
的
控
除
の
範
囲
に
寡
婦（
寡
夫
）

控
除
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
公
的
年
金

等
の
受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
お
よ

び
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
の
記
載
事
項

に
寡
婦（
寡
夫
）控
除
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
公
的
年
金
等
に
係
る
所

得
以
外
の
所
得
を
有
し
な
か
っ
た
人
が
寡

婦（
寡
夫
）控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

の
申
告
書
の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

税
務
課

給与収入額 現　行
(～平成2�年度 ) 平成26年度～

1,000万円超
1,500万円以下

給与等の
収入金額×５％
+170万円

給与等の
収入金額×５％
+170万円

1,500万円超 245万円

均等割 現　行
(～平成2�年度 )

平成26年度～
10年間

町民税 3,000円 3,500円

県民税 1,500円 2,000円

合　計 4,500円 5,500円

※�　県民税の均等割には、森林環境税
500円が含まれます。

（表３）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表２）

水道の凍結にご注意ください
　毎年冬になると水道管の凍結による破損が起き
ています。
◦�普段使用していない蛇口や給湯器にはご注意く
ださい。

◦�露出している水道管には保温材や凍結防止帯を
巻きましょう。

◦�修理を業者に依頼するときは、大淀町指定の給
水装置工事事業者へご連絡ください。

※　修理費用はお客様個人の負担となります。
■問い合わせ先　町水道部　☎0747−52−0137

ハートプラスマークについて
　ハートプラスマークとは、
心臓や腎臓、膀胱、直腸、小腸、
肝臓、免疫など「身体の内部
に障がいがあること」を表す
マークです。
　内部障がいをお持ちの人
は、外見では障がいを持って
いることが分かりにくく、様々な誤解を受けてい
る人や、辛いことを我慢している人がいます。
　このマークを身に付けている人を見かけた場合
には、内部障がいへの配慮について、ご理解・ご
協力をお願いします。
■問い合わせ先
　特定非営利活動法人ハート・プラスの会
　http://www.normanet.ne.jp/~h-plus/
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■
利
用
日
時

　

�

月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

■
対
象
疾
患

　

�

児
童
が
日
常
か
か
る
疾
患
で
、
回
復
期

に
あ
る
感
冒
、
消
化
不
良
や
麻
疹
、
水

痘
、
風
疹
な
ど
の
感
染
性
疾
患
と
目
や

耳
の
疾
患
、
骨
折
等

※�　

入
室
日
の
朝
の
体
温
が
38
度
以
上
あ

る
場
合
は
入
室
を
お
断
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
利
用
料
金

　

�

所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
課
税
状
況

に
よ
り
、
１
日
に
つ
き
２
０
０
０
円
、

１
０
０
０
円
、
無
料
の
３
段
階

※�　

ふ
と
ん
リ
ー
ス
代
、
給
食
・
お
や
つ

代
が
別
途
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

◦�

病
後
児
保
育
室「
に
じ
」

　

☎
０
７
４
６-

34-

５
５
７
８

◦
町
役
場　

福
祉
課

子
育
てお

知
ら
せ

子
育
てお

知
ら
せ

に
関
す
る

に
関
す
る

学
童
保
育

　

町
は
、
昼
間
に
保
護
者
が
就
労
な
ど
の

理
由
で
家
庭
保
育
が
で
き
な
い
児
童
の
健

全
育
成
を
目
的
に
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ル
ー
ム

（
学
童
保
育
室
）を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ル
ー
ム
の
新
規
・
継

続
の
入
室
申
請
の
受
付
を
行
い
ま
す
の

で
、
児
童
の
保
育
を
希
望
す
る
保
護
者
は

町
役
場
福
祉
課
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
対�

象（
４
月
以
降
）

　

小
学
校
１
年
生
～
６
年
生
の
児
童

■
入
室
申
請
を
行
う
学
童
保
育
所

○
希
望
ヶ
丘
プ
レ
ジ
ャ
ー
ル
ー
ム

○
緑
ヶ
丘
プ
レ
ジ
ャ
ー
ル
ー
ム

○
桜
ヶ
丘
プ
レ
ジ
ャ
ー
ル
ー
ム

■
定　

員　

各
70
名

■
優
先
順
位

　

申
込
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
次

の
順
番
で
低
学
年
の
児
童
か
ら
受
け
入
れ

を
行
い
ま
す
。

①
１
年
生
の
児
童

②
２
年
生
の
児
童

③
３
年
生
の
児
童

④
４
年
生
～
６
年
生
の
児
童

※�　

同
学
年
の
場
合
は
ひ
と
り
親
家
庭
の

学
童
保
育

児
童
を
優
先
し
ま
す
。
ま
た
低
学
年
で

も
無
職
の
祖
父
母
と
同
居
し
て
い
る
児

童
は
、
入
室
を
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
請
受
付
期
間

　

２
月
12
日（
水
）～
２
月
14
日（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
児
童
の
保
険
証
の
写
し

※�　

保
護
者
の
就
労
証
明
書
等
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
請
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

福
祉
課

　

お
子
さ
ん
が
病
気
の
回
復
期
で
集
団
生

活
が
困
難
な
場
合
に
、
看
護
師
と
保
育
士

が
一
時
的
に
お
預
か
り
し
て
、
保
護
者
の

子
育
て
と
就
労
の
両
立
を
支
援
す
る
制
度

で
す
。
町
で
は
、
北
野
保
育
園
に
委
託
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
実
施
場
所　

　

�

病
後
児
保
育
室「
に
じ
」

　
（
北
野
保
育
園
内（
北
野
23
番
地
の
10
））

■
対
象
児

　

満
１
歳
～
小
学
校
３
年
生
の
児
童

■
定　

員　

１
日
に
つ
き
４
名

病
後
児
保
育

２月分
３月分

幼稚園に親子で来て、同じくらいの年齢のお友
だちと遊んで、楽しい時間を過ごしましょう♪

町立大淀西部幼稚園 町立大淀東部幼稚園
■日　時　２月 13日（木）・３月６日（木）
■時　間　午後１時～午後２時
■内　容　�絵本の読み聞かせ・遊戯室や園庭での遊

具遊び�等
■場　所　町立大淀東部幼稚園（大淀町中増 61-2）
■問い合わせ先　町立大淀東部幼稚園　
　　　　　　　　☎ 0746-32-0264
　　　　　　　　　toubu-you@town.oyodo.lg.jp

■日　程　２月 21日（金）・３月 14日（金）
■時　間　午前 10時～午前 11時
■内　容　�園庭での遊具遊び・リズム遊び・お絵か

き・季節の制作活動　等
■場　所　町立大淀西部幼稚園（大淀町今木779-4）
■問い合わせ先　町立大淀西部幼稚園
　　　　　　　　☎ 0745-67-1766
　　　　　　　　　seibu-you@town.oyodo.lg.jp
　　　　　　　　　

■対　象　就学前の乳幼児　　　　　■費　用　無料
■申込み　２日前までに各幼稚園まで電話またはメールでお申し込みください。

平成 26 年度
町立幼稚園新入園児 募集中！

詳しくは、お問い合わせください。

見学は随時受け付けています。各幼稚園にお問い合わせのうえ、お越しください。
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消すまでは 心の警報 ONのまま
３月１日～３月７日 春季火災予防運動

国
民
年
金お知

ら
せ

国
民
年
金お知

ら
せ

<

答
え>

　

�

は
い
。生
き
て
い
る
限
り
受
け
ら
れ
る
、

一
生
涯
の
保
険
で
す
。

◦�

賃
金
や
物
価
の
変
動
に
あ
わ
せ
て
年
金

額
が
改
定
さ
れ
る
た
め
、
年
金
に
加
入

（
20
歳
）
し
て
か
ら
受
給
（
65
歳
）
す

る
ま
で
の
間
、
経
済
社
会
が
変
動
し
た

と
し
て
も
、
受
け
取
る
年
金
の
価
値
が

保
証
さ
れ
ま
す
。

※�　

老
齢
基
礎
年
金
額

　

62
万
２
８
０
０
円
（
昭
和
61
年
度
）

　　

77
万
８
５
０
０
円（
平
成
25
年
度
10
月
）

◦�

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
２
分
の

１
が
国
庫
負
担
（
税
金
）
で
賄
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
よ
り
、
納
め
た
保
険
料
を

上
回
る
金
額
が
受
け
ら
れ
る
計
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。

<

問
３>

　

�

保
険
料
を
安
く
す
る
方
法
は
あ
る
の
？
<

答
え>

　

�

あ
り
ま
す
。
前
納
制
度
や
口
座
振
替
等

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦�

保
険
料
を
前
払
い(

前
納)

す
る
と
保

険
料
が
割
り
引
か
れ
ま
す
。
こ
の
前
納

制
度
と
口
座
振
替
を
セ
ッ
ト
に
す
る
こ

と
で
割
引
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

※�　

口
座
振
替
の
１
年
前
納
で
は
、
年
間

３
７
８
０
円
割
引
（
平
成
25
年
度
の
場

合
）

<

問
４>

　

�

保
険
料
を
納
め
た
ら
税
金
が
安
く
な
る

の
？

<

答
え>

　

�

所
得
税
や
住
民
税
が
安
く
な
り
ま
す
。

◦�

納
め
た
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
全
額
控
除
の
対
象
と
な
り
、
税
金

が
安
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦�

本
人
の
代
わ
り
に
納
付
義
務
者
（
配
偶

者
・
世
帯
主
）
が
納
め
た
場
合
は
、
納

付
義
務
者
が
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

◦
大
和
高
田
年
金
事
務
所

　

☎
０
７
４
５-

22-

３
５
３
１

◦
町
役
場　

ほ
け
ん
課

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
Ｑ
＆
Ａ

　

国
民
年
金
は
、老
後
だ
け
で
な
く
事
故
・

病
気
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に

も
、
安
定
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
み

ん
な
で
保
険
料
を
出
し
合
い
、
お
互
い
を

支
え
あ
う
制
度
で
す
。
20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納

め
ま
し
ょ
う
。

<

問
１>

　

�

加
入
す
る
か
し
な
い
か
は
、
本
人
の
自

由
な
の
？

<

答
え>

　

�

い
い
え
。加
入
す
る
こ
と
は
義
務
で
す
。

◦�

日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
全

て
の
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

◦�

国
民
年
金
は
現
役
世
代
が
納
め
る
保
険

料
で
高
齢
者
の
年
金
を
支
え
る
世
代
間

扶
養
の
仕
組
み
で
す
。

<

問
２>

　

�

将
来
、
十
分
な
年
金
が
本
当
に
受
け
取

れ
る
の
？

　火災が発生しやすい時季を迎えますので、火気
の取り扱いには十分注意しましょう。

住宅防火 いのちを守る ７つのポイント
―�３つの習慣・４つの対策�―

３つの習慣
◦�寝タバコは、絶対やめる。
◦�ストーブは、燃えやすい物から
離れた位置で使用する。
◦��ガスコンロなどのそばを離れる
ときは、必ず火を消す。

４つの対策
◦��逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器など
を設置する。
◦��寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品
などを使用する。
◦��火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器
などを備える。
◦��お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近
所の協力体制をつくる。
■問い合わせ先
　�中吉野広域消防組合消防本部・大淀消防署
　☎ 0747-52-1199
　�http://www.nakayoshino.or.jp/

土砂災害警戒区域（イエロー区域）
指定範囲 縦覧のご案内

　奈良県では土砂災害防止法に基づき、土石流や急
傾斜地の崩壊などの土砂災害により、住民の生命や
身体に危害が生じる恐れがある区域を土砂災害警戒
区域（イエロー区域）として指定します。
　これに先立ち広く周知するため、指定予定範囲を
縦覧いたします。
■縦覧場所　町役場　２階　総務課内
■縦覧期間　２月 17日（月）～ 28日（金）
　　　　　　※�　土・日曜日は除きます。
　　　　　　午前９時～午後５時
■対象地区　全地区
■問い合わせ先
◦��町役場　総務課　安全対策推進室
◦��吉野土木事務所　計画調整課　☎0746-32-4051

に
関
す
る

に
関
す
る
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●国民健康保険税の税率改正について
　国民健康保険は、病気やけがのときに安心して医療
を受けられるように、被保険者が保険税を出し合い、
必要な医療費へ充て相互に助け合う医療保険制度です。
　今後、国民健康保険制度を維持していくため国保税
の税率を改正することになりました。
　医療費などの問題は、国保加入者だけの問題ではあ
りません。現在、社会保険などに加入している人もほ
とんどの人が退職後に国民健康保険に加入することに
なります。このため、国保財政を健全に運営すること
は町全体の大きな課題です。
　国保財政の課題について、みなさんのご理解とご協
力をお願いいたします。

●税率改正の理由
　大淀町の国民健康保険は、平成 18年度の税率改正
以降、税率の引き上げを実施することなく運営してき
ました。
　その中で、大淀町の国保財政は、高齢化率の上昇に
よる急激な医療費の増加や、医療技術の高度化、また
所得の減少などにより、国保税収入が低下し、厳しい
運営状況となっています。
　また、加入者の負担をできる限り抑制するため、基
金（不測の事態に備える一般家庭でいう貯金のような
もの）を取り崩してきましたが、その基金も底をつき
ました。
　平成 24 年度の国保会計は、実質赤字決算となり、
赤字を補てんするため一般会計予算からの繰入れを行
いました。
　このような状況を踏まえ、国民健康保険事業の運営
を維持するため、国民健康保険税の税率を改正するこ
とになりました。

国民健康保険税の税率改正のお知らせ

改正前 改正後

医療分

所得割 6.0％ 7.5％
資産割 33.5％ 34.0％
平等割 23,000 26,400
均等割 20,000 24,000

後期高齢者
支援分

所得割 2.0％ 2.9％
資産割 11.5％ 12.0％
平等割 8,000 9,600
均等割 7,000 8,400

介護分

所得割 1.2％ 1.5％
資産割 10.0％ 10.0％
平等割 7,500 9,000
均等割 5,500 7,200

●平成 26年度大淀町国民健康保険税の税率

国保税は、
医療費等に係る保険給付を行うための≪医療分≫と、
後期高齢者医療保険を支えるための≪後期高齢者支援
分≫と、介護保険を支えるための介護保険第２号者
（40歳以上 65歳未満）≪介護分≫を合算した金額で
す。

■問い合わせ先　町役場　ほけん課

世帯の年間
保険税額

医療分＋後期高齢者支援分＋介護分

平等割＋均等割＋所得割＋資産割
＝

大淀町ふるさと応援
寄附金について

　12月中に次のみなさまから寄附をいただきました。

　　　�前田　晋二　様　　　30,000,000円
　　　�植野　康夫　様　　　　500,000円
　　　�隅田　　守　様　　　　500,000円
　　　�岡下慎太郎　様　　　　400,000円
　　　�林　　伸和　様　　　　200,000円
　　　�松本　俊洋　様　　　　100,000円
　　　�米田　弘樹　様　　　　100,000円
　　　�堀内　大輔　様　　　　100,000円
　　　�　匿　　　名　　　��　　30,000円
　　　　�匿　　　名　　　　�　　3,000円
　　　　　　�他６名様　　　1,050,000円

　みなさまの熱い想いを実現できるよう
に、大切に活用させていただきます。
　今後も変わらぬ応援をお願いいたし
ます。

本人通知制度が
4月1日から始まります

　この制度は、本人の代理人や第三者からの請求
で、住民票の写しや戸籍謄本などを代理人などに
交付したとき、事前に登録した人に交付の事実を
通知する制度です。これにより、住民票などの不
正請求および不正取得による個人の権利侵害に対
し、抑止力を持たせる効果が期待できます。
■登録できる人
　大淀町の住民基本台帳に記録されている人、ま
たは戸籍に記載または記録されている人など
■登録に必要なもの
　本人確認書類（運転免許証・パスポートなど）
※�　委任状による代理人申請や郵便申請も可能で
す。

■事前登録開始日
　2月 10日（月）から受付開始
■問い合わせ先
　町役場　人権住民課

➡
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居宅サービス費
訪問介護、デイサービス等

施設サービス費
特養、老健等の施設サービス費

57,387,224 円

64,757,146 円

地域密着型サービス費
グループホームサービス費

その他サービス費等
高額介護、住宅改修等給付費

合計　132,483,520 円

2,626,365 円

7,712,785 円

　　　法テラス
　身近な法的トラブルについてお
気軽に問い合わせてください。
　解決に役立つ法制度や最適な相
談機関を紹介します。

■問い合わせ　
　法テラス奈良　☎050−3383−5450
　法テラス南和法律事務所
　（下渕やすらぎビル内）　

☎050−3383−0025

人権相談

教育相談（予約が必要です）

消費生活相談

無料交通事故相談

児童相談

■日時　午前９時〜午後４時
　　　　（土、日、祝日を除く毎日）
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　大淀町役場人権施策推進室

■日時　水・金曜日
　　　　午前９時〜午後５時
■場所　大淀町適応指導教室
■問い合わせ　大淀町適応指導教室
　　　　　　　☎0746−34−5016

■日時　毎月第２・第４水曜日
　　　　午後１時〜午後３時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　大淀町社会福祉協議会
　　　　　　　☎0747−52−1941

■日時　２月14日㈮
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　下市町役場

■問い合わせ　下市町役場住民保険課
　　　　　　　☎0747−52−0001
■日時　３月17日㈪
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　大淀町役場人権住民課
　　　　　　　☎0747−52−5501
■日時　４月16日㈬
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　吉野町役場
■問い合わせ　吉野町役場町民課
　　　　　　　☎0746−32−3081

■日時　毎週火曜日
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　大淀町役場人権住民課
　　　　　　　☎0747−52−5501

■日時　３月15日㈯　　
　　　　午前９時〜午後４時
■場所　大淀町中央公民館
■問い合わせ　
　県建築協同組合中吉野支部
　☎0747−52−9971

■日時　毎月第２火曜日
　　　　午前10時〜午後３時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　県交通安全対策課
　　　　　　　☎0742−27−8731

■日時　３月７日㈮　
　　　　午前10時30分〜午後４時
■場所　下市町保健センター
■問い合わせ　高田こども家庭相談センター
　　　　　　　☎0745−22−6079

無料法律相談（予約が必要です）

心配ごと合同相談

住宅増改築相談

だより介 護 保 険
教 ！え て

な る ほ ど

１カ月にかかる介護保険サービス費
平成25年 10月分（65歳以上の第１号被保険者数�4,984人�うち要介護（要支援）認定者数�962人）

［参考］
　第 1 号被保険者一人当たりの給付額　　 　　　26,581 円（10 月分）
　要介護（要支援）認定者一人当たりの給付額 　137,717 円（10 月分）

　介護保険制度を運営するためには、莫大なお金が必要ですが、介護を必要とする高齢者のみなさんの生活に
とって不可欠な公的保険制度です。また、介護保険制度は、今の若い人たちを含め『誰もが自然に歳を重ねる
と利用する』ことを前提としてつくられた制度です。
　このことから、みなさんの生活に直結する介護保険制度が持続可能な制度とし
て、公平かつ適正な運用であることが強く求められます。
　さらに、これらの費用の半分は、65 歳以上のみなさんの保険料（費用の
21％）と 40歳から 64歳までのみなさんの保険料（費用の 29％）によって支
えられており、急速な高齢化が進む昨今、介護保険制度に対する期待や責任が大
きく増加していく中、本町におきましては、『過不足のない保険給付』とともに、
介護保険制度を支える全てのみなさんにご理解いただける『介護保険の見える化』
に取り組んでいきます。
　今後とも介護保険行政にご理解とご協力をお願いいたします。

※　次回は、『見える化』について掲載します。
■問い合わせ先　町役場　ほけん課

　介護保険サービスは、１割の利用者負担と９割
の保険給付によって提供されています。
　今回は、大淀町の１カ月分の保険給付について
ご案内します。
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消費税率引上げに伴う
上下水道使用料改定のお知らせ

４月１日から

　大淀町では、生活環境の改善・公共用水域の水質保全を
図るため、公共下水道の整備を重点施策に位置付け、住民
のみなさまのご協力のもと普及を進めています。
　このたび、平成 26年４月１日から消費税率が改定され
ることに伴い、下水道料金の改定を行います。料金は従来
の下水道料金（税抜）より算出し、これに消費税を付加し
たものとなります。
　なお、3月中にご使用いただいた水量を含む 4月分下水
道使用料については、従前のとおり５％で算定します。
　住民のみなさまにはご理解、ご協力をお願いいたします。

下水道料金表（税抜）
区　　　分 使 用 料

一般排水

基本使用料 450円
汚水排出量７㎥以下の分 １㎥につき60円
汚水排出量７㎥を超え
20㎥以下の分 １㎥につき128円

汚水排出量20㎥を超える分 １㎥につき135円

中間排水 汚水排出量300㎥を超え
750㎥以下の分 １㎥につき180円

特定排水 汚水排出量750㎥を超える分 １㎥につき240円

下水道使用料＝（基本使用料（税抜）＋汚水排出量による使用料（税抜））× 1.08
※合計額に１円未満の端数が生じたときは、それを切り捨てた金額となります。

（例）月に 20㎥を使用した場合
　変更前｛�450 円（基本使用料）＋７㎥× 60円�＋（20㎥−７㎥）× 128円�｝× 1.05（消費税）＝ 2,660 円
　変更後｛�450 円（基本使用料）＋７㎥× 60円�＋（20㎥−７㎥）× 128円�｝× 1.0�（消費税）＝ 2,736 円

　水 道 使 用 料 　　■問い合わせ先　町水道部

　平成 26年 4月 1日からの消費税率引上げに伴い、水道使用料にかかる消費税率が従来の５％から８％とな
ります（今回の改定は消費税分のみの変更となります）。
　なお、3月中にご使用いただいた水量を含む 4月分水道使用料については、従前のとおり５％で算定します。
　住民のみなさまにはご理解、ご協力をお願いいたします。

（例）月に 20㎥を使用した場合（一般用・口径 1�mmの場合）
　変更前｛�600 円（基本料金）＋（20㎥− 7㎥）× 96円�｝× 1.05（消費税）＝ 1,940 円
　変更後｛�600 円（基本料金）＋（20㎥− 7㎥）× 96円�｝× 1.0�（消費税）＝ 1,995 円

　下 水 道 使 用 料 　　■問い合わせ先　町役場　環境整備課

大淀町水道ビジョン素案を作成しました
～町民のみなさまからのご意見を募集します～

　大淀町上水道事業の現状を分析・評価するとともに、おおむね 10年後を見通した長期的な視点で上水道の
将来像・目的を設定し、実現化方策を決定した上で大淀町水道ビジョンとして策定を進めてまいりました。
　より良いビジョンとするため、このたび、素案を下記のとおり公表し、町民のみなさまのご意見、情報を募
集します。みなさまから募集した意見等につきましては大淀町水道ビジョンに反映し改めて公表しますので、
ご協力よろしくお願いいたします。
■ビジョン素案閲覧方法　町水道部ホームページ
　　　　　　　　　　　　水道ビジョン冊子
■冊子閲覧可能場所　町水道部事務所・町立図書館
　　　　　　　　　　町役場　町民ホール
■募集期間　２月 14日（金）～２月 28日（金）
■募集方法　下記方法にて募集を行います。
　①電子メール　suido-kyusui ＠ town.oyodo.lg.jp
　②郵　送　〒 638-0821　大淀町下渕 961
　　　　　　大淀町水道部給水課　宛
　③ F A X　0747-52-0138

■募集にあたっての留意事項
◦�郵送・FAXの場合、ご意見・情報をお寄せいただ
く様式は特に定めておりませんが、必ず住所・氏名・
電話番号を明記してください。
※�　ご意見等の内容・住所・氏名・電話番号は一切公
表しません。
◦�電子メールの場合は件名欄に「パブリックコメント
の意見・情報」と入力してください。
■問い合わせ先　町水道部　給水課
　　　　　　　　☎ 0747-52-0137
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　中学生の税についての作文は、全国納税貯蓄組合連合会お
よび国税局が租税教育の一環として、全国の中学生から作文
を募集しているものです。昭和 42 年から実施されていて今年
で 47 回目になります。今年度は全国の中学校 7,248 校から、
583,142 編もの作文の応募があり、そのうち吉野郡内からは
698 編の応募がありました。
　町立大淀中学校では毎年、生徒たちが税についての作文を書
いて応募しています。今回は、林千聖さんが奈良県納税貯蓄組
合総連合会会長賞を受賞したのをはじめ、10 人が入賞しました。

中学生の
税についての作文

中学生の
税についての作文

大
淀
町
長
賞

　

島　

 

智
耶
さ
ん︵
１
年
︶

自
分
た
ち
の
身
近
な
も
の
に
も
税
金

が
使
わ
れ
て
い
た
ん
だ
な
ぁ
と
思
い

な
が
ら
作
文
を
書
き
ま
し
た
。

大
淀
町
長
賞

　

稲
田 

雅
輝
さ
ん︵
２
年
︶

税
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
の
で
、次
も
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

大
淀
町
長
賞

　

岡
本 

楓
子
さ
ん︵
３
年
︶

税
に
つ
い
て
作
文
を
書
い
た
こ
と
で

表
彰
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
光
栄

で
す
。

公
益
社
団
法
人
吉
野
納
税
協
会
会
長
賞

　

川
本 

隆
平
さ
ん︵
１
年
︶

こ
の
作
文
を
書
い
た
こ
と
で
、
税
に

つ
い
て
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た

の
で
良
か
っ
た
で
す
。

近
畿
税
理
士
会
吉
野
支
部
長
賞

　

南 

吉
志
乃
さ
ん︵
２
年
︶

作
文
を
書
く
こ
と
で
、
少
し
で
も
税
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
機

会
が
あ
れ
ば
税
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い
で
す
。

近
畿
税
理
士
会
吉
野
支
部
長
賞

　

谷
口 

梨
音
さ
ん︵
１
年
︶

税
の
作
文
を
書
い
て
、
自
分
も
税
に

つ
い
て
少
し
で
も
学
べ
て
良
か
っ
た

で
す
。

吉
野
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

　

杉
山 

廉
樹
さ
ん︵
３
年
︶

税
に
つ
い
て
普
段
と
は
ま
た
違
っ
た

視
点
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
良
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

吉
野
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

　

植
林 

友
樹
さ
ん︵
１
年
︶

税
の
作
文
を
書
い
て
、
税
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
知
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。

奈
良
県
知
事
賞

　

中
村 　

敦
さ
ん︵
３
年
︶

高
校
生
に
な
っ
て
も
、
税
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

奈
良
県
納
税
貯
蓄
組
合

総
連
合
会
会
長
賞

　

林 　

千
聖
さ
ん︵
３
年
︶

税
金
が
ど
の
よ
う
に
私
た
ち
に
返
っ

て
く
る
の
か
を
書
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
賞
を
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、

恐
縮
に
ま
た
光
栄
に
思
い
ま
す
。
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町
で
は
、
統
計
調
査
員
の
新
規
登

録
者
を
募
集
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
統

計
調
査
員
を
任
命
・
推
薦
す
る
必
要

が
生
じ
た
と
き
、
あ
ら
か
じ
め
登
録

し
て
い
る
人
の
中
か
ら
必
要
に
応
じ

た
人
数
を
選
び
、
統
計
調
査
の
仕
事

に
従
事
し
て
い
た
だ
く
た
め
で
す
。

■
統
計
調
査
員
と
は

　

統
計
調
査
に
は
、
み
な
さ
ん
が
よ

く
ご
存
じ
の
国
勢
調
査
を
は
じ
め
、

企
業
や
事
業
所
に
つ
い
て
調
査
す
る

経
済
セ
ン
サ
ス―

基
礎
調
査
や
商
業

統
計
、
工
業
統
計
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
と
は
、
こ
れ
ら
の
各

種
統
計
調
査
の
資
料
作
成
に
お
い
て
、

最
も
基
本
と
な
る
調
査
の
説
明
や
調

査
票
の
配
布
・
回
収
を
行
う
人
の
こ

と
で
す
。

　

統
計
調
査
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た

資
料
は
、
国
や
地
方
自
治
体
が
福
祉
・

医
療
・
雇
用
・
道
路
整
備
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
行
政
施
策
を
企
画
立
案
す
る

う
え
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

■
統
計
調
査
員
の
主
な
仕
事

①�

統
計
調
査
員
打
ち
合
わ
せ
会
（
説

明
会
）
へ
の
出
席

②
統
計
調
査
担
当
地
区
の
確
認

③�

統
計
調
査
対
象
者
へ
の
調
査
票
の

配
布
と
記
入
依
頼

④
調
査
票
の
回
収
・
検
査
・
整
理

⑤
調
査
票
・
資
料
の
提
出

⑥�
そ
の
他
、
統
計
調
査
の
実
施
に
必

要
と
認
め
ら
れ
る
事
務

■
報　

酬

　

お
お
む
ね
２
万
円
～
５
万
円

※�　

調
査
の
内
容
・
受
け
持
っ
て
い

る
件
数
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
統
計
調
査
員
の
身
分

　

各
調
査
の
調
査
期
間
中
に
限
り
任

命
さ
れ
る
、
非
常
勤
の
公
務
員
と
な

り
ま
す
。調
査
活
動
中
に
災
害
に
あ
っ

た
場
合
は
公
務
災
害
補
償
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

※�　

健
康
保
険
・
年
金
・
雇
用
保
険

の
各
制
度
は
、
適
用
し
ま
せ
ん
。

■
登
録
の
有
効
期
限

　

平
成
26
年
４
月
１
日
～

　

平
成
28
年
３
月
31
日

■
そ
の
他

　

統
計
調
査
を
行
う
際
、
調
査
実
施

の
約
２
カ
月
前
に
町
役
場
の
担
当
者

か
ら
調
査
員
登
録
者
に
調
査
の
依
頼

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
登
録
調
査
員

と
な
っ
て
も
、
必
ず
し
も
調
査
員
に

任
命
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

■
応
募
方
法

　

統
計
調
査
員
登
録
者
登
録
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
３
カ
月
以

内
に
撮
影
し
た
写
真
（
脱
帽
・
上
半

身
の
み
・
縦
４
セ
ン
チ
×
横
３
セ
ン

チ
）
を
貼
り
付
け
て
、
町
役
場
企
画

政
策
課
に
提
出
（
郵
送
可
）
し
て
く

だ
さ
い
。

　

申
請
書
の
受
付
は
、
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
で
す
（
土
・
日
・
祝

日
は
除
く
）。
な
お
、登
録
の
可
否
は
、

本
人
に
後
日
通
知
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

①
20
歳
以
上
70
歳
以
下
の
人

②�

責
任
感
を
も
っ
て
調
査
の
事
務
を

遂
行
で
き
る
人

③
秘
密
の
保
持
が
で
き
る
人

④�

警
察
・
選
挙
・
徴
税
事
務
な
ど
に

関
わ
っ
て
い
な
い
人

⑤
本
町
の
地
理
に
詳
し
い
人

■
統
計
調
査
員
登
録
者
登
録
申
請
書

　

申
請
書
は
町
役
場
企
画
政
策
課
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
書
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

※�　

す
で
に
統
計
調
査
員
に
登
録
し
た

人
が
継
続
し
て
登
録
を
希
望
す
る
場

合
も
、
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

企
画
政
策
課

統
計
調
査
員

新
規
登
録
者
を
募
集

　

町
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
は
昨
年
６

月
、
舞
台
と
客
席
を
配
置
し
、
小
規

模
の
演
奏
会
や
各
種
講
演
会
に
適
し

た
ホ
ー
ル
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
施
設
名
称
を
小
ホ
ー
ル

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
ホ
ー
ル
が

『
あ
ら
か
し
ホ
ー
ル
』
と
し
て
開
館

当
初
よ
り
親
し
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、

小
ホ
ー
ル
に
も
覚
え
や
す
く
て
、
よ

り
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

ど
な
た
で
も
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

３
月
７
日（
金
）ま
で

※　

３
月
７
日
の
消
印
有
効

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
（
折
込
し
て
い

ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
封

書
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
点
数

　

一
人
何
点
で
も
ご
応
募
い
た
だ
け

ま
す
。
た
だ
し
、
１
送
付
あ
た
り
１

点
の
応
募
と
し
ま
す
。

■
選
定
方
法

　

大
淀
町
に
お
い
て
一
次
選
考
し
た

も
の
を
、
町
内
在
住
の
小
学
生
・
中

学
生
に
投
票
し
て
も
ら
い
、
最
も
得

票
数
の
多
い
も
の
を
選
定
し
ま
す
。

■
表
彰
等

　

採
用
作
品
を
応
募
さ
れ
た
人
へ
、

大
淀
町
長
の
賞
状
お
よ
び
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

■
発　

表

　

採
用
作
品
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
て
発
表
し
、
表
彰
式
を
町
文
化

会
館
で
行
い
ま
す
。（
４
月
ご
ろ
を
予

定
。
採
用
作
品
を
応
募
さ
れ
た
人
が

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
上
表
彰
し

ま
す
。）

■
応
募
用
紙
の
設
置
場
所

◦�

町
文
化
会
館

◦�

町
教
育
委
員
会
（
町
役
場
３
階　

生
涯
学
習
課
）

◦
町
中
央
公
民
館

◦
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
文
化
会
館

　

〒
６
３
８-

０
８
１
２

　

大
淀
町
桧
垣
本
２
０
９
０
番
地

　

☎
０
７
４
７-

54-

２
１
１
０

　
　

０
７
４
７-

54-

２
１
１
２

町
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
の

愛
称
を
募
集
中
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下
水
道
排
水
設
備
工
事
や
手
続

き
を
行
う
に
は
、
本
町
に
登
録
し

た
専
属
の
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
を
有
す
る
排
水
設
備
工
事
指

定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
指
定

を
希
望
ま
た
は
更
新
さ
れ
る
業
者

の
人
は
、
次
の
通
り
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
の
登
録
に
つ
い
て
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
資　

格

○
排
水
設
備
工
事
指
定
工
事
店

　
�

専
属
の
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
を
有
し
、
奈
良
県
内
に
店

舗
ま
た
は
営
業
所
を
有
す
る
業

者
で
あ
る
こ
と

○
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

　

�

奈
良
県
下
水
道
協
会
が
行
う
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

に
合
格
し
て
い
る
こ
と

※�　

ど
ち
ら
も
こ
の
他
に
条
件
が

あ
り
ま
す
。

■
申
請
受
付
期
間

○
排
水
設
備
工
事
指
定
工
事
店

　

２
月
28
日（
金
）ま
で

○
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

下
水
道
排
水
設
備
工
事
指
定
工
事
店
申
請
・

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
申
請
を
受
付
中

　

平
成
26
年
度
・
平
成
27
年
度
「
建

設
工
事
」、「
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
」
お
よ
び
「
物
品
・
役
務
等
」

に
か
か
る
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
淀
町
（
町
水
道
部
、
町
教
育
委

員
会
、
町
立
大
淀
病
院
を
含
む
）
が

発
注
す
る
業
務
等
の
競
争
入
札
等
に

参
加
を
希
望
す
る
業
者
は
、
期
間
内

に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
項
目

◦�

建
設
工
事

◦
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

◦
物
品
・
役
務
等

■
受
付
期
間

　

２
月
28
日（
金
）ま
で

※�　

土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

受
付
時
間

　
　

午
前
９
時
～
正
午

　
　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

　

ま
た
、
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
は
受

付
で
き
ま
せ
ん
。

■
提
出
方
法

　

持
参
ま
た
は
郵
送
（
２
月
28
日
ま

で
の
消
印
有
効
）
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※�　

郵
送
の
場
合
は
必
ず
書
留
ま
た

は
配
達
証
明
と
し
、
封
筒
に
「
競

争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
在

中
（
建
設
工
事
）、（
測
量
・
コ
ン

サ
ル
等
）
ま
た
は
（
物
品
等
）」
と

朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

返
信
用
封
筒
（
�0
円
切
手
を
貼
付
）

も
し
く
は
返
信
用
ハ
ガ
キ
を
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

■
登
録
有
効
期
限

　

�

町
内
業
者
・
町
外
業
者
と
も
２
年

間
（
平
成
26
年
度
・
27
年
度
）

■
提
出
場
所

　

〒
６
３
８-

８
５
０
１

　

�

奈
良
県
吉
野
郡
大
淀
町
桧
垣
本

２
０
９
０
番
地

　

�

大
淀
町
役
場　

総
務
部
企
画
政
策

課　

入
札
契
約
室　

宛

■
提
出
書
類
等

　

�

提
出
書
類
等
詳
し
く
は
、
本
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.

to
w
n
.o
yo
d
o
.n
a
ra
.jp

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

�

町
役
場　

企
画
政
策
課　

入
札
契

約
室

　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※�　

土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

　

受
付
時
間

　
　

午
前
８
時
30
分
～

　
　

午
後
５
時
15
分

※�　

そ
れ
ぞ
れ
の
申
請
用
紙
は
町

役
場
環
境
整
備
課
に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

環
境
整
備
課

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

（
指
名
願
）
を
受
付
中

●問い合わせ先
　町役場　総務課

中吉野駐車場

至土田中吉野警察 大淀病院

下市口駅

吉野川

至
車
坂

千
石
橋

至
五
条

駐車料金
　1回　�00円
利用時間　
　2�時間

　　

♬ ♪
♬

第７回
ステップアップピアノコンサート
　一般参加者によるピアノコンサートです。
　一般参加者の演奏後、スタインウェイピアノと金
管楽器の協奏を行います！
　入場無料となっていますのでお気軽にお越しくだ
さい。
■日　　時　２月22日（土）　開演�午後１時
　　　　　　　　　　　　　開場�午後０時30分�
■場　　所　町文化会館　あらかしホール�
■問い合わせ先
　町文化会館
　☎0747-54-2110
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『動く蓄電池』が道の駅に
電気自動車の寄贈

　１月19日（日）、道の駅吉野路大淀ｉセンターに日産
自動車から電気自動車「リーフ」１台と充電設備が寄贈
されました。これは、日産自動車が災害時の対応や低
炭素社会の実現、地域産業や観光振興などへの貢献を
目的として、全国47都道府県で道の駅を各１カ所選
び、リーフと充電設備を無償提供するものであり、奈
良県からは大淀ｉセンターが選ばれました。
　リーフは、環境に優しい電気自動車としての活用の
ほか、災害時には非常用電源としても活用でき、フル
充電で一般家庭２日分の電力がまかなえます。
　このリーフは、大淀ｉセンターで業務用に使用され
るとともに、災害時の非常用電源として活用されます。
また、充電設備は当分の間、電気自動車のドライバー
が無料で利用できます。

“夢”を持つことの素晴らしさ
JFAこころのプロジェクト「夢の教室」
　夢の教室が、１月16日（木）に大淀桜ヶ丘小学校で開
催されました。
　夢の教室は、2007年から財団法人日本サッカー協
会が実施している事業で、現役のＪリーグ選手・なで
しこリーグ選手、その OB・OG などのサッカー関係者
をはじめ、他競技の現役選手、その OB・OG が、夢先
生として小学５年生を対象に自らの体験をもとに「夢
を持つことの大切さ」、「仲間と協力することの大切さ」
などを実技と講義を通じて児童たちに伝えることを目
的に開催されています。

☆夢先生☆
　山田 隆裕さん（元サッカー日本代表選手）
☆アシスタント☆
　島田 裕介さん（元Ｊリーグ、韓国・Ｋリーグ選手）

※ 　大淀希望ヶ丘小学校は６月25日に、大淀緑ヶ丘小学
校は11月１日に開催されています。

大淀町の発展のために
前田晋二さんがふるさと応援寄附

　12月19日（木）、本町出身で、都市クリエイト株式
会社（本社、大阪府高槻市）代表取締役の前田晋二さん
が、大淀町に3,000万円のふるさと応援寄附をされま
した。
　前田晋二さんは「いつまでも美しい大淀町でありま
すことを願っています。寄附は町と各地域の発展のた
めに役立てていただきたいと思います。」と話されまし
た。岡下町長は「この財政の厳しいなか、貴重なご寄附
は誠にありがたいです。ご意思を尊重しまして『住んで
良かった大淀町』のために有効活用させていただきま
す。」と感謝の意を伝えました。

▲実技の様子 ▲山田さんによる講義

▲電気自動車『リーフ』 ▲充電設備

　みなさんがよくご存知の「高砂」の謡は「高砂やこ
の浦舟に帆をあげて。この浦舟に帆をあげて。月もろ
ともにいでしおの。波の淡路の島かげや。遠く鳴尾の
沖すぎて、はや住之江につきにけり。はや住之江につ
きにけり。」までだと思います。
　今練習している「高砂」はそのあとに「千秋楽は 民
をなで 万歳楽には 命を延ぶ 相生の松風 さっさっの声
ぞ 楽しむ。さっさっの声ぞ 楽しむ。」も謡います。囃
子も力強く、とても心地よい演目です。
　さて、ここでちょっとクイズです。「高砂」にはいく
つかの地名が出てきます。わかるかな？考えてみてく
ださいね。

答えは５つです。（高砂、淡路島、鳴尾、住之江、相生）

▲前田さんと岡下町長
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▲分列行進▲新入団員による宣誓

▲一斉放水

平
成
26
年　

消
防
出
初
式

　

新
春
を
飾
る
平
成
26
年
大
淀
町
消
防
出
初
式

が
、
１
月
12
日（
日
）に
町
立
平
畑
運
動
公
園

サ
ッ
カ
ー
場
で
挙
行
さ
れ
町
消
防
団
各
分
団
か

ら
団
員
２
５
０
人
、
消
防
ポ
ン
プ
車
両
13
台
が

集
結
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
新
た
に
団
員
と
な
っ
た
19
人
に

対
し
て
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
新
入
団
員
を
代
表

し
て
、
第
７
分
団
北
村
正
団
員
が
力
強
く
宣
誓

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
町
長
か
ら
の
式
辞
や
団
長
か
ら
の

訓
辞
、
ま
た
優
良
消
防
団
員
に
対
す
る
表
彰
、

来
賓
か
ら
の
祝
辞
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

典
の
最
後
に
は
、
分
列
行
進
や
一
斉
放
水
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
16
日（
木
）に
は
、
奈
良
県
消

防
協
会
吉
野
支
部
連
合
出
初
式
が
川
上
健
民
運

動
場（
川
上
村
）で
挙
行
さ
れ
、
吉
野
支
部
管
内

各
消
防
団
か
ら
団
員
３
２
５
人
が
集
結
し
ま
し

た
。

【
中
吉
野
警
察
署
長
感
謝
状
】

　

西
谷　

宗
孝［
２
］　

石
田　

智
也［
４
］

　

西
村　

修
晋［
６
］　

西
村　
　

諭［
８
］

【
中
吉
野
警
察
署
長
30
年
勤
続
特
別
表
彰
】

　

新
井　

敎
史［
１
］

【
奈
良
県
知
事
表
彰
】

　

新
井　

敎
史［
１
］　

今
西　

忠
司［
３
］

　

林　
　

訓
好［
５
］

【
奈
良
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

　

山
口　
　

優［
２
］　

畠
山　

教
二［
５
］

　

東
山　

忠
義［
７
］　

田
中　

喜
郎［
９
］　

【
奈
良
県
消
防
協
会
吉
野
支
部
長
表
彰
】

　

林　
　

浩
稚［
１
］　

広
島　

照
義［
２
］

　

杉
本　

和
浩［
３
］　

下
田　

裕
也［
４
］

　

桶
田　

浩
信［
５
］　

米
田　

和
広［
６
］

　

東
元　

良
容［
７
］　

中
村　

彰
宏［
８
］　

　

大
前
三
津
彦［
９
］　

　

優
良
消
防
団
員
表
彰　
受
賞
者

大
淀
町
消
防
出
初
式

吉
野
支
部
連
合
出
初
式

職　名 氏　　名

団　　 長 出合　祥高

副 団 長 東山　喜昭

副 団 長 岡本　康義

副 団 長 篠原　達司

副 団 長 田中　照人

第 1 分団 新井　教史

第 2 分団 山口　　優

第 3 分団 今西　忠司

第 4 分団 梅本　智充

第 5 分団 林　　訓好

第 6 分団 東元　祐司

第 7 分団 東山　忠義

第 8 分団 中村　彰宏

第 9 分団 田中　喜郎

平成26年１月現在

大淀町消防団幹部
（敬称略）
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］
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平成25年度 全国学力・学習状況調査の結果（概要）
◇実施日　平成25年４月24日　　◇対象学年　小学校６年生（188人）中学校３年生（187人）
◇学力に関する調査　小学校：国語（A・B）・算数（A・B）　　中学校：国語（A・B）・数学（A・B）
◇学習や生活の状況、学校の取り組みに関する調査　児童生徒アンケート・学校アンケート
　※　本調査結果は、児童生徒が身に付けるべき学力の特定の一部分を示すものです。
　※　本調査結果は、調査の性質上、学校における教育活動の一側面を示すに過ぎません。
〈学力に関する調査概要〉
○大淀町の児童・生徒は、基本的な知識や技能をおおむね身に付けています。
○全国的な傾向でもありますが、基本的な知識や技能を活用する力は依然として弱い面が見られます。
◎前年度比で、小学校の国語Aが1.3ポイント下がったものの、国語Bが3.0ポイント、算数Aが1.7ポイント、算数Bが2.8
ポイント上昇しました。中学校でも国語Aが5.0ポイント、国語Ｂが5.7ポイント、数学Aが7.6ポイント、数学Bが
6.2ポイント上昇しました。（A: 主として知識　B: 主として活用）

■　基礎基本の定着の取り組みが実りつつありますが、今後も重点として取り組む必要があります。
■　落ち着いて学習できる環境づくりが、学力の定着と向上の土台であることを重視する必要があります。

大淀町児童生徒の全国との比較資料

（小学校）◦国語は知識と活用力に、算数は活用力に課題がある。
　　　　◦国語、算数ともに、好きと答えた児童の割合は、全国平

均と比べて低い。

（中学校）◦国語A・B、数学Aはほぼ全国平均と同じで、数学Bの
活用力に課題がある。

　　　　◦国語、数学ともに、好きと答えた生徒の割合は、全国平
均よりやや高い。

◦「学校のきまりを守っている」児童の割合は全国平均と比べて低い。また、生徒の割合はやや低い傾向がある。
◦「自分にはよい所がある」と思っている児童生徒の割合は全国平均と比べてかなり低い傾向がある。
◦�「学校で友達に会うのが楽しい」と思っている生徒の割合は全国平均よりやや高く、「将来の夢や目標を持っている」生徒の割合は全国平均よ
りやや低い傾向がある。

（中学校）◦学習塾に通っている生徒や、学校以外で２時間以上勉強
している生徒の割合は、全国平均と比べてかなり高い。

　　　　◦自分で計画を立てて勉強している生徒の割合は、全国平
均と比べてやや低い。

　　　　◦１日に１時間以上読書をする生徒の割合は、全国平均と
比べてやや高い。

（小学校）◦学習塾に通っている児童や、学校以外で２時間以上勉強
している児童の割合は、全国平均と比べて高い。

　　　　◦自分で計画を立てて勉強している児童の割合は、全国平
均と比べてかなり低い。

　　　　◦１日に１時間以上読書をする児童の割合は、全国平均と
比べて低い。

　　　　◦家の手伝いをしている児童の割合は、全国平均と比べて低い。

児童の学力 �…●…大淀町
−−−全国

全国＝100

生徒の学力 �…●…大淀町
−−−全国

全国＝100

生徒の考え方 �…●…大淀町
−−−全国

全国＝100

児童の考え方 �…●…大淀町
−−−全国

全国＝100

児童の家庭での状況 �…●…大淀町
−−−全国

全国＝100

生徒の家庭での状況 �…●…大淀町
−−−全国

全国＝100

いじめはどんな理由でもいけない

物事を最後までやりとげて
うれしかったことがある

自分には
よいところがある

将来の夢や目標を持っている

学校で友達に会うのは楽しい

人の役に立つ人間に
なりたいと思う

学校のきまりを守る

人の気持ちが
分かる人間に
なりたいと
思う

小学生国語Ａ

小学生
国語Ｂ

小学生算数Ａ

小学生算数Ｂ

国語が好き

算数が好き

国語Ａ

国語Ｂ

数学Ａ

数学Ｂ

国語が好き

数学が好き

学校で友達に会うのは楽しい

いじめはどんな理由でもいけない

人の役に立つ人間に
なりたいと思う

物事を最後までやりとげて
うれしかったことがある

自分には
よいところがある

将来の夢や目標を持っている

学校のきまりを守る

人の気持ちが
分かる人間に
なりたいと
思う

家の人と学校での出来事に
ついて話をしている

朝食を毎日食べている

平日に家の人と一緒に
夕食を食べる

家の手伝いをしている

１日に１時間以上読書をする

平日に学校以外で
２時間以上勉強している

自分で計画を立てて
勉強している

学習塾に
通っている

家の人と学校での出来事に
ついて話をしている

平日に家の人と一緒に
夕食を食べる

家の手伝いをしている

１日に１時間以上読書をする
平日に学校以外で

２時間以上勉強している

自分で計画を立てて
勉強している

学習塾に
通っている
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大淀町教育委員会

◦�就寝時刻の早い児童生徒の割合は全国平均と比べてかなり低く、睡眠時間の少ない児童生徒の割合は全国平均と比べ
て多い傾向がある。
◦�携帯電話やスマートフォンの使い方について家の人との約束を守っている児童の割合は全国平均と比べて低く、生徒
の割合は全国平均とほぼ同じである。

（小学校）
◦�地域の大人と一緒に遊んだり勉強したりする児童の割合は全国平均と比べてかなり高い。週に１回以上学校や地域の
図書館などに行く児童の割合は全国平均と比べてかなり低い。近所の人にあいさつをしている児童の割合は全国平均
と比べて低い。

（中学校）
◦�地域の行事に参加している生徒の割合は全国平均と比べてやや低い。週に１回以上学校や地域の図書館などに行く生
徒の割合は、全国平均と比べてかなり低い。地域についての関心や地域を良くするために何をすべきか考えている生
徒の割合は全国平均とほぼ同じである。

（小学校）
◦国語は知識と活用力に、算数は活用力に課題がある。国語、算数ともに、好きと答えた児童の割合は全国平均と比べ
て低い。

◦学校のきまりを守っている児童の割合は全国平均と比べて低い。自分にはよい所があると思っている児童の割合は全
国平均と比べてかなり低い。

◦学習塾に通っている児童や、学校以外で２時間以上勉強している児童の割合は全国平均と比べて高い。自分で計画を
立てて勉強している児童の割合は全国平均と比べてかなり低い。

◦�１日に１時間以上読書をする児童の割合は、全国平均と比べて低い。家の手伝いをしている児童の割合は全国平均と
比べて低い。
◦就寝時刻の早い児童の割合は全国平均と比べてかなり低い。睡眠時間の多い児童の割合は全国平均と比べて低い。
◦携帯電話やスマートフォンの使い方について家の人との約束を守っている児童の割合は全国平均と比べて低い。
◦近所の人にあいさつをしている児童の割合は、全国平均と比べて低い。地域の大人と一緒に遊んだり勉強したりする
児童の割合は全国平均と比べてかなり高い。週に１回以上学校や地域の図書館などに行く児童の割合は、全国平均と
比べてかなり低い。

（中学校）
◦�国語、数学が好きな生徒の割合は全国平均よりやや高い。国語A・B、数学Aの正答率の割合についてはほぼ全国平
均と同じであるが、数学Ｂの正答率については全国平均よりやや低い。
◦�学校のきまりを守っている生徒の割合は全国平均と比べてやや低い。学校で友達と会うのが楽しいと思っている生徒
の割合は全国平均と比べやや高い。自分にはよい所があると思っている生徒の割合は全国平均と比べてかなり低い。
◦�学習塾に通っている児童や、学校以外で２時間以上勉強している児童の割合は全国平均と比べてかなり高い。自分で
計画を立てて勉強している生徒の割合は全国平均と比べてやや低い。
◦�１日に１時間以上読書をする生徒の割合は、全国平均と比べてやや高い。家の手伝いをしている生徒の割合は、全国
平均とほぼ同じ。
◦�深夜０時までに寝ている生徒の割合は、全国平均と比べてかなり低い。睡眠時間が７時間以内の割合は、全国平均と
比べてかなり高い。
◦携帯電話やスマートフォンの使い方について家の人との約束を守っている生徒の割合は、全国平均とほぼ同じ。
◦�地域の行事に参加している生徒の割合は全国平均に比べやや低い。地域や社会で起こっている問題や出来事に関心が
ある生徒の割合はほぼ全国平均と同じ。週に１回以上学校や地域の図書館などに行く生徒の割合は、全国平均と比べ
てかなり低い。

　児童生徒の生活習慣

　児童生徒の地域での活動

　分析結果の概要

学習習慣・学習意欲　　　自分で学習　　進んで学習
　　　　　　自立と自律の力を身につけましょう

家庭では
子どもと向き合い　けじめと家庭学習の習慣をつけましょう

学校では　　　　 よりきめの細かな指導に取り組み
　　一人ひとりの学力の定着と向上に取り組みます

地域ぐるみで　　『早寝・早起き・朝ご飯』の運動を！
　　　子どもを見守り育てるネットワークを！

落
ち
着
い
て
学
習
で
き
る
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境
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く
り
が
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力
の
定
着
と
向
上
の
土
台
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す
。
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（健康増進課）

母子健康手帳・妊婦健康診査補助券は町保健セン
ターで交付しています。印鑑を持ってきてください。

母子健康手帳は町保健センターで交付しています

３月６日（木）です。
［乳幼児］午前９時～午前11時
　　　　�身体計測や、保健師・栄養士に
�������������よる健康や育児についての相談
�������������を行います。
［成　人］午後２時～午後４時
�������������尿検査・血圧測定・保健師や栄養
�������������士による健康についての相談を
�������������行います。

●子どもの健康診査

●予防接種

　 実施日　・　受付時間 対　　　象

４ カ 月 児 健 康 診 査
２月12日（水）・午後０時45分～午後１時 H25. ９.13～ H25.10.13生まれ
３月13日（木）・午後０時45分～午後１時 H25.10.14～ H25.11.15生まれ

10 カ 月 児 健 康 診 査
２月13日（木）・午後０時45分～午後１時 H25. ３.16～ H25. ４.15生まれ
３月14日（金）・午後０時45分～午後１時 H25. ４.16～ H25. ５.15生まれ

３ 歳 児 健 康 診 査 ２月25日（火）・午後１時15分～午後２時 H22. ７. １～ H22. ８.31生まれ

※１　対象児にはお知らせを送付します。　※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。
※３　今年度からBCG予防接種は４カ月児健診とは別日程で行っています。
※４　４カ月・10カ月児健康診査では、午後１時から午後１時30分まで離乳食講座、講座終了後健康診査を実施します。
　　　健診を受ける人は、講座開始前の受付時間内に会場へ来てください。健診は受付順です。

予防接種名 実施日 受付時間
対象児

今月通知する子 前の対象で受けていない子

四 種 混 合
百日咳
ジフテリア
破傷風（不活化ポリオ）

Ⅰ期初回
（３回接種）

２月14日（金）
３月12日（水）
４月９日（水）

午後１時30分
～午後１時45分

H25.10.11
～ H25.11.14生まれ

７歳６カ月未満の子�
三種混合およびポリオワクチン
を受けていない子

Ⅰ期追加 ２月14日（金） 午後１時30分
～午後１時45分

H24. ６.15
～ H24. ７.15生まれ

「Ⅰ期初回」の接種を終了した
７歳６カ月未満の子�

三 種 混 合
百日咳（ジフテリア）破傷風

Ⅰ期初回
（３回接種）

２月14日（金） 午後１時15分
～午後１時30分

７歳６カ月未満の子

Ⅰ期
追加

「Ⅰ期初回」の接種を終了した
７歳６カ月未満の子�

二 種 混 合

（ジフテリア）破傷風
Ⅱ期 ２月14日（金） 午後１時45分

～午後２時
小学６年生および
13歳未満の中学生

Ｂ Ｃ Ｇ ２月21日（金） 午後１時
～午後１時15分

H25. ８.12
～ H25. ９.11生まれ １歳未満の子

不活化ポリオ
（皮下注射） ２月28日（金） 午後２時

～午後２時15分 ７歳６カ月未満の子

麻しん風しん
混　　　　 合

第１期
２月28日（金） 午後１時30分

～午後２時

H25. １.30
～ H25. ２.28生まれ １歳から２歳未満の子

第２期 H19. ４. ２～H20. ４. １生まれ
(幼稚園・保育所等の年長児 )

【ご注意】４月以降の日程については、２月現在の予定です。
　　　　変更になる可能性がありますので、あらかじめご了承ください。
※１　対象児には予診票を送付します。　※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。
※３　受付時間は予防接種の種類により、異なります。
　★転入された人は、以前に受けた予防接種の種類・回数等のご連絡をお願いします。
　　〈連絡がない場合は、予防接種のご案内ができない場合があります。〉

日 本 脳 炎 予 防 接 種 に つ い て
　平成17年の日本脳炎ワクチン接種の差し控えにより、日本脳炎ワクチンを受けられていない平成７年４月２日
～平成19年４月１日生の人は、20歳未満まで、新ワクチン（細胞培養日本脳炎ワクチン）で不足回数分の接種が
可能になりました。詳しくは町保健センターにお問い合わせください。
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高齢者の肺炎球菌 / 乳児のロタウイルス　ワクチン各接種に係る助成について
　高齢者の肺炎球菌・乳児のロタウイルスワクチン (任意 ) 各接種について費用の助成を行っています。これらの
ワクチン接種を希望される人は、町内実施医療機関へお問い合わせのうえ、予約後、印鑑持参で町保健センターに
申請にお越しください。また、町外実施医療機関での接種につきましては、町保健センターにお問い合わせください。
■助成対象　平成25年４月１日以降に接種したもの
■対象者・接種回数

　

ワクチンの種類 対象者 接種回数

高齢者の肺炎球菌 65歳以上 １回

乳児のロタウイルス 生後６週～24週 (32週 ) 未満 ワクチンの種類により、回数が異なります。

( 成人）風しんワクチン接種に係る助成
　風しんワクチン接種について費用の助成を行っています。詳しくは、町保健センターまでお問い合わせください。
■助成対象者　大淀町に在住の人で�①平成７年４月１日以前生まれで妊娠を予定または希望している女性
　　　　　　　　　　　　　　　　�②妊娠している女性の配偶者
　　　　　　　　　　　　　　　　③妊娠している女性の同居家族
■助成対象期間　平成25年４月１日～平成26年３月31日に接種したもの
■手続き方法　医療機関で接種後、助成金を還付
　○申請期間　平成26年３月31日まで　　　○場　　所　町保健センター
　○必要書類　身分証明書・医療機関発行の領収書・接種を証明する書類・印かん・振込先の分かるもの

※　妊娠している女性の配偶者および同居家族の人は母子手帳

ワクチンの種類により、回数が異なります。

　風しんワクチン接種について費用の助成を行っています。詳しくは、町保健センターまでお問い合わせください。
　大淀町に在住の人で�①平成７年４月１日以前生まれで妊娠を予定または希望している女性

身分証明書・医療機関発行の領収書・接種を証明する書類・印かん・振込先の分かるもの

●個別検診

●集団検診　今年度最終の日程です！

検診・内容 実施日・受付時間・場所 対　　象 料　　金 定　員
大腸がん検診
（便潜血検査・問診）

肝炎ウイルス検診
（血液検査・問診）

２月26日（水）
　①午前９時～正午
　②午後１時30分～
　　午後３時
町保健センター

満40歳以上の町民
※　肝炎ウイルス検診は以前
に町で受けていない人

【満40～64歳】各400円
【満65歳以上】各200円

各回70人
※　要予約
※　先着順

※　町保健センターに電話等で申し込んでください。

検診・内容 実施期間 実施医療機関 対　　象 料　　金
乳がん検診
（視診・触診・問診・乳
房Ｘ線撮影） 平成26年２月末

まで

※�　医療機関の
予約が定員に
なり次第終了

町の契約医療機関
※�　詳しくはお問い合わ
せください。

満40歳以上の町民（女性）
※　平成24年度に受け
ていない人

【満40～49歳】2,300円
【満50～64歳】2,000円
【満65歳以上】　500円

子宮がん検診
（視診・内診・問診・子
宮頸部細胞診）

県内の登録医療機関
※�　詳しくはお問い合わ
せください。

満20歳以上の町民（女性）
※　平成24年度に受け
ていない人

〈頸部のみ〉
【満65歳未満】2,000円
【満65歳以上】　500円
〈頸部・体部〉
【満65歳未満】2,900円
【満65歳以上】　500円

※１　医療機関で個別に受診するための受診票を発行しています。
※２　発行の申請は町保健センターに電話などで申し込んでください。

●教　室

実施日時・場所 対　　象 内　　容
マタニティクラス
妊娠中のことや出産、育児について実習や交流
会をしながら楽しく勉強しませんか？

２月18日（火）
午前９時30分～午後１時

町保健センター

妊娠中の人
パパになる人
家族の人

妊娠中の食生活、
歯の健康など

※１　町保健センターへ電話で申し込んでください。（町ホームページでも申し込みできます。）
※２　料金は無料です。　

麻しん風しん混合予防接種について（第２期：年長児のお子さん）
　麻しん風しん混合予防接種（第２期）を終了していないお子さんは、平成26年３月31日までに接種を受けてく
ださい。４月以降は、接種対象外となります。
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　まずは手軽にできる「便潜血検査」で
大腸がん検診を受けてみましょう。
　検診の詳細は、広報19ページのけ
んこうガイドをご覧ください。

健康ウォーキング　参加者募集
　　おおよど元気アップセミナー主催の健康ウォーキング
を実施します。春の訪れを感じながら、健康づくりに取
り組んでみませんか。
■日　　時　３月５日（水）�午前９時集合
■集合場所　近鉄下市口駅
■コ�ー�ス
○13kmコース〔下市温泉 : 午後１時30分解散予定〕
　�下市口駅−願行寺−下市観光文化センター（トイレ）−滝
上寺−下市温泉（トイレ）−広橋峠（昼食）−下市温泉（トイレ）

○5.7kmコース〔下市温泉：午前11時解散予定〕
　�下市口駅−願行寺−下市観光文化センター（トイレ）−滝
上寺−下市温泉（トイレ）

■参加資格
○13kmコース　３時間15分でゴール可能な人
○5.7kmコース　参加資格なし
■定　　員　各コース25人　※　定員になり次第締切
■持�ち�物　水分補給のためのお茶や水・保険証
　　　　　　昼食（13kmコースの人）
■申込方法　町保健センターに電話で申し込んでください。
■そ�の�他　◦悪天候の場合は、中止します。
　　　　　　◦学芸員松田氏の解説があります。
　　　　　　◦現地解散となります。
■問い合わせ先　町保健センター（健康増進課）

平成25年度 栄養教室
「ヘルシークッキングセミナー」

参加者募集
　いつでも、好きなものが食べられる「飽食の
時代」ですが、食べすぎや偏食などの食習慣の
乱れは生活習慣病を招きます。
　健康との関わりが大きい食事について、調理
実習を通して楽しく学びませんか？
■日　　時　３月19日（水）
　　　　　　午前10時～午後１時
■場　　所　町保健センター
■対　　象　�町内在住の人で、健康・栄養に興

味のある人
■定　　員　20人　※　定員になり次第締切
■テ�ー�マ　すっきりスリムな身体をめざそう
　　　　　　～食物繊維たっぷりメニュー～
■持�ち�物　筆記用具・エプロン・三角巾
■申込方法　�町保健センターに電話で申し込ん

でください。
■問い合わせ先　町保健センター（健康増進課）

大腸がん検診
まずは手軽にできる「便潜血検査」を

受けてみましょう。

「大腸がん」になる人が増えている！！
　大腸がんはかつて日本では少ないがんでした
が、食生活の欧米化や喫煙、飲酒など現代人の生
活習慣が大きく関係し、急速に増加しているがん
の１つです。日本では毎年約11万２千人が大腸
がんを発症しています（2008年　国立がん研究
センターがん対策情報センター）。これは、男性
では12人に１人、女性では15人に１人が生涯の
うちに大腸がんを発症するという数になります。

「大腸がん」ってどんな病気？
　大腸がんは大腸粘膜の細胞から発生し、その進行はゆっくりです。進行すると血便や便秘・下痢などの便の違
和感や、腹痛・お腹が張るなどの腹部に違和感が生じてきますが、早期がんのうちはほとんど自覚症状がありま
せん。進行すると腸の壁を破り周辺の組織を侵したり、他の臓器に転移することもあるので、早期のうちに発見・
治療することがとても大切です。

�0歳を過ぎたら毎年　大腸がん検診を受けましょう
　40歳から大腸がんを発症する人が増え始め、高齢になるほど多くなるのが特徴です。40歳から始まる大腸が
ん検診は毎年受けることが、早期発見のためには重要です。

便の表面をこするだけなので、
簡単です。 便は２日分採取します。■問い合わせ先　町保健センター（健康増進課）

　　　　　　　　☎0747-52-9403

便潜血検査
　がんやポリープがあると目に見えない微量の血液が便に
混じる機会が多くなります。
　便潜血検査では、便の中に血が混じっているかどうか２
日分の便を検査します。
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日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

糖
尿
病
療
養
指
導
士
と
は
、
医
師

の
指
示
の
も
と
に
患
者
さ
ん
が
適
切

な
自
己
管
理（
食
事
療
法
・
運
動
療
法
・

薬
物
療
法
）が
行
え
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
こ
と
で
、
当

院
で
は
現
在
、
管
理
栄
養
士
２
名
・
看

護
師
８
名
・
薬
剤
師
１
名
の
計
11
名
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
で
す
が
、
栄
養
指

導（
食
事
に
つ
い
て
）・
フ
ッ
ト
ケ
ア

（
足
の
お
手
入
れ
）・
服
薬
指
導（
薬
に

つ
い
て
）簡
易
血
糖
測
定
器
の
使
い
方

な
ど
患
者
さ
ん
が
か
か
え
て
お
ら
れ

る
様
々
な
悩
み
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
、
チ
ー
ム
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
薬
剤
師
の
関
わ
り
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。
最
初
に
お
聞
き
す

る
内
容
は“
正
し
く
薬
を
飲
め
て
い
る

か
？
”で
す
。
家
に
余
っ
て
い
る
薬
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
理
想
は
薬
を
忘
れ

ず
服
用
し
て
も
ら
い
、
合
併
症
の
進

行
を
防
ぐ
こ
と
で
す
が
、
つ
い�

う
っ

か
り
と
い
う
時
も
あ
り
毎
日
忘
れ
ず

服
用
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
よ
ね
。
合
併
症
の
治
療
に
使
用

さ
れ
る
薬
剤
も
多
い
で
す
し
、
飲
み

方
ひ
と
つ
に
し
て
も
食
後
・
食
直
前
・

食
前
30
分
・
食
間
な
ど
複
雑
な
の
が
現

状
で
、
日
ご
ろ
か
ら
大
変
な
思
い
を

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
長
年
服
用
し
て
い
る
と
、
慣
れ

が
で
て
き
て
な
ん
ら
か
の
き
っ
か
け

で
、
薬
を
飲
む
タ
イ
ミ
ン
グ
を
間
違

え
た
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
手
技（
注
射

の
打
ち
方
）に
誤
り
が
あ
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
誤
り
が
あ
る
と

効
果
が
現
れ
な
か
っ
た
り
、
反
対
に

予
想
以
上
に
効
果
が
強
く
現
れ
た
り

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
薬
の
必
要
性
・
服
用
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
・
予
防
で
き
る
低
血
糖
に
つ
い
て

等
、
知
識
や
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
指
導
し
、
個
々
の
患
者
さ
ん

の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
あ
わ
せ
一
緒
に

考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
は
初
期
に
は
自
覚
症
状
が

出
に
く
い
こ
と
か
ら
、
知
ら
な
い
う

ち
に
病
状
が
進
行
し
失
明
し
た
り
血

液
透
析
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
合
併

症
に
よ
る
生
活
の
質
の
低
下
な
ど
の

問
題
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
今
は

いきいき健康セミナー
第33回セミナー

『もっと知ろう！　　　　　
　　　インスリンのこと』

～インスリンのおさらいと体験～
　講師：町立大淀病院
　　　　薬剤師　平井 真澄　氏
■日　時　２月21日（金）
　　　　　午後２時から１時間程度
■場　所　町立大淀病院
　　　　　２病棟３階　会議室
■定　員　30人　　　　■料　金　無料
■申し込み　事前の申し込みもできます。
■問い合わせ先　町立大淀病院　経営企画課
　　　　　　　　☎0747−52−8801

症
状
が
な
く
て
も
…
10
年
後
・
20
年
後

の
生
活
の
質
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め

に
も
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
重
要
な

の
で
す
。

　
「
糖
尿
病
っ
て
言
わ
れ
た
け
ど
、
こ

れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」

　
「
血
糖
値
が
こ
ん
な
に
高
い
ま
ま
で

ど
う
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
ろ
う
？
」

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
不
安
を
お
持
ち

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
糖
尿
病
に
つ

い
て
の
正
し
い
情
報
や
知
識
を
得
る

こ
と
は
、
将
来
を
有
意
義
に
暮
ら
す

た
め
に
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
患
者
さ
ん
が「
そ
う
だ
っ
た

の
か
！
」と
納
得
し
、「
こ
う
し
て
行
こ

う
！
」と
糖
尿
病
と
と
も
に
生
活
し
て

い
く
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

　

日
常
生
活
に
お
け
る
糖
尿
病
に
関

す
る
悩
み
、
不
安
、
疑
問
な
ど
に
対

し
て
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

少
し
で
も
み
な
さ
ま
の
力
に
な
れ

る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

町
立
大
淀
病
院　

薬
剤
部

糖
尿
病
療
養
指
導
士　
　

�

平
井�

真
澄

　大淀あらかしテレビでは、町内で行われた行事や
地域の話題をはじめ、各種行政情報、保健センター
だより、投稿ビデオコーナーなど盛りだくさんの内
容で放送しています。
●投稿ビデオ　大募集！
　視聴者のみなさんからの投稿ビデオを募集してい
ます。また、撮影用ビデオカメラを貸し出しています。
詳しくは町役場総務課までお問い合わせください。
　大淀あらかしテレビを視聴するには、こまどりケ
ーブルへの加入が必要です。ぜひ加入してください。

◇大淀あらかしテレビの番組に関すること
　町役場　総務課　☎0747−52−5501
◇�こまどりケーブルの加入・サービス内容に関すること
　こまどりケーブル　☎0120−667−740
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お
せ
っ
か
い
を
焼
こ
う

人権コラム
Vol.66

ら
し
の
高
齢
男
性
が
孤
立
死
に
陥

る
可
能
性
が
高
く
、
こ
れ
は
男
性

の
方
が
女
性
に
比
べ
て
日
常
的
な

近
所
づ
き
あ
い
を
苦
手
と
し
て
い

る
か
ら
の
よ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
孤
立
死
の
防
止
に
は
、

民
生
委
員
に
よ
る
活
動
や
訪
問
介

護
、
緊
急
通
報
装
置
の
設
置
な
ど

が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ

て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
の
人
に
そ

れ
が
行
き
届
く
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
大
切
な
の
が
地
域

の
見
守
り
な
の
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
地
域
や
隣
近
所
に

上
記
に
あ
て
は
ま
る
人
は
い
ま
せ

ん
か
。
ぜ
ひ
、確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

も
し
い
た
ら
声
か
け
を
す
る
な
ど

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は

か
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
常
に

そ
の
人
の
様
子
を
見
守
っ
て
欲
し

い
の
で
す
。
こ
れ
は
当
事
者
に
と
っ

て
は
余
計
な
お
せ
っ
か
い
に
な
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
こ
の

お
せ
っ
か
い
が
大
切
な
人
の
命
を

救
う
か
も
知
れ
な
い
の
で
す
。

　

孤
立
死
は
誰
に
で
も
起
こ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
多

く
の
人
が
こ
の
問
題
を
他
人
事
の

よ
う
に
思
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
今
は
家
族

や
友
人
に
囲
ま
れ
て
何
の
心
配
も

な
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
や
が

て
、
子
ど
も
は
独
立
し
親
許
か
ら

遠
く
離
れ
、
職
場
の
仲
間
と
は
退

職
を
機
に
疎
遠
に
な
る
。
そ
し
て

歳
を
重
ね
る
う
ち
に
配
偶
者
や
友

人
に
先
立
た
れ
、
気
が
付
け
ば
一

人
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
い
る
。
そ
ん

な
自
分
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
て
欲

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
で
、
誰

に
も
気
づ
か
れ
ず
に
亡
く
な
り
、

相
当
日
数
が
経
過
し
て
か
ら
発
見

さ
れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
全
国
的

に
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
孤

立
死
と
か
孤
独
死
と
言
わ
れ
、
こ

う
し
た
出
来
事
は
町
内
で
も
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
孤
立
死
の

多
く
は
、
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
希
薄
で
、
次
の
よ
う

な
特
徴
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
高
齢
者　
　

②
独
身
男
性

③
親
族
が
近
く
に
住
ん
で
い
な
い

④
職
業
を
持
た
な
い

⑤
慢
性
疾
患
を
持
っ
て
い
る

⑥
賃
貸
住
宅
に
住
ん
で
い
る

　

こ
れ
ら
の
中
で
も
特
に
一
人
暮

し
い
の
で
す
。
そ
ん
な
時
、
頼
れ

る
の
は
、
や
は
り
身
近
に
生
活
す

る
隣
近
所
の
人
た
ち
な
の
で
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
核
家
族
化
が
進

み
、
確
実
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら

こ
そ
互
い
の
命
を
守
る
た
め
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。
町
民
ぐ

る
み
で
温
か
い
お
せ
っ
か
い
を
焼

き
あ
っ
て
、
孤
立
死
の
な
い
町
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

こどもダンススクール　生徒募集
◇時　間

◇料　金　ジュニアA・B・C　5,000円／１カ月
　　　　　キ ッ ズA・B　�　4,000円／１カ月

クラス 対　象 時　　　　　間
ジュニア
A

小学生
（初級）

水曜日：�午後４時30分～
午後５時30分

ジュニア
B

小学生～中学生
（中級）

水曜日：�午後５時45分～
午後６時45分

ジュニア
C

小学生～中学生
（中級）

土曜日：�午後２時15分～
午後３時15分

キッズ
A

満４歳～小学生
（初級）

土曜日：�午前11時10分～
午後０時10分

キッズ
B

小学生
（初中級）

土曜日：�午後０時20分～
午後１時20分

こどもスイミングスクール　生徒募集

◇時　間

◇料　金　全クラス（全曜日）　3,200円／１カ月

クラス 対　象 時　　　　　間

A 満４歳～
１年生

水・木・金曜日：�午後３時40分～
土曜日：�午前10時30分～
日曜日：�午前10時～

B １年生～
４年生

水・木・金曜日：�午後４時50分～
土曜日：�午前11時40分～
日曜日：�午前11時10分～（Ｃと合同）

C ３年生～
中学生

水・木・金曜日：�午後６時～
土曜日：�午後０時50分～
日曜日：�午前11時10分～（Ｂと合同）

各スクールについて、
詳しくはお問い合わせください。
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　子育てを支援する町の事業で、延明保育園に委託して事
業を実施しています。
■ク ラ ス
　〇赤ちゃんクラス（３カ月～１歳３カ月）　火曜日
　〇ちびっこクラス　月曜日・水曜日
■時　　間　午前10時～午前11時15分（９時30分から開放）
■場　　所　町地域子育て支援センター
■持 ち 物　水筒・お手ふき・参加費（大人１人につき100円）
※１　各クラスはすべて申込制です。
※２　�月～金曜日は「あそびの森」の開放日です。自由に

利用してください。申し込みは必要ありません。
　　　時間は午前10時から午後２時までです。
■育児相談　育児相談は随時受付をしています。
　　　　　　�希望者は、延明保育園に直接申し込んでください。

高校生とあそぼう！
◇日　　時　２月12日（水）午前10時～
◇場　　所　子育て支援センター
◇内　　容　�大淀高校の生徒さんたちが、手遊びや絵

本を読みに来てくれます。ちびっこクラ
スと赤ちゃんクラス合同で行います。

ベビーマッサージ
◇日　　時　２月17日（月）午前10時～
◇場　　所　子育て支援センター
◇参 加 費　初回300円、次回から200円
◇持 ち 物　�バスタオル・タオル・防水シーツ・オムツ

など、その他必要なもの
◇内　　容　�助産師が指導します。
※　着脱しやすい服装でお越しください。

お誕生会
◇日　　時　２月18日（火）午前10時～
◇場　　所　延明保育園
◇内　　容
　�２月生まれのお友達を、保育園のお友達とみんなで
お祝いします。素敵なプレゼントもありますので、
２月生まれのお子さんはぜひ参加してください。

プ レ マ マ っ こ
2/25（火） 助産師とのフリートーク

赤ちゃんクラス
2/25（火） ひなまつり制作　持ち物：クレパス

ちびっこクラス

2/10（月） サーキットあそび
※　動きやすい服装でお越しください。

2/19（水） ひなまつり制作　持ち物：クレパス

2/24（月） ボールあそび
※　動きやすい服装でお越しください。

2/26（水） 親子クッキング「おにぎり作り」
持ち物：エプロン・三角巾

　「お家でのお子さまとの関わり方」「オムツ替え」
「授乳」など、家庭への子育てについて相談がある場
合は、自宅に訪問します。気軽に利用してください。

■問い合わせ先
　延明保育園　☎0747-52-0388

◆選挙管理委員会委員
　任期満了（平成 26年１月 11日）となった選挙管
理委員会委員が次のとおり決まりました。任期は平
成26年１月12日から平成30年１月11日までです。
　なお、委員は平成 25年 12 月の町議会第４回定例
会で選挙され選任されました。
　また、新委員による初の選挙管理委員会が１月 14
日（火）に開かれ、委員長に森川武氏が、委員長職
務代理者に森脇三郎氏が、それぞれ選任されました。
【委�員】（敬称略、五十音順）
　久保　重和（下渕岡崎一）
　小西　正久（大岩）
　森川　　武（口越部）
　森脇　三郎（中増）

◆情報公開・個人情報保護審査会委員
　情報公開・個人情報保護審査会委員が決定し、1月
17日（金）に町長から委嘱書が交付されました。また、
会長に池田洋行氏が、職務代理者に奥田晴久氏がそ
れぞれ選ばれました。
　委員の任期は、平成 26年１月１日から２年間です。
【委�員】（敬称略、五十音順）
　池田　洋行（人権擁護委員）
　奥田　晴久（元町職員）
　梶嶋　節子（行政相談委員）
　新畑　　康（弁護士）

各種委員が決定
◆政治倫理審査会委員
　政治倫理審査会委員が決定し、1月 31日（金）に
町長から委嘱書が交付されました。また、会長に菊
田光嘉氏が、職務代理者に山本内匠氏がそれぞれ選
ばれました。
　委員の任期は、平成 26 年１月 17 日から平成 28
年１月 16日までです。
【委�員】（敬称略、五十音順）
　上西　修身（町連合ＰＴＡ連絡協議会選出）
　上野　邦子（一般公募）
　柏木久美子（町地域婦人団体連絡協議会選出）
　梶嶋　忠男（町老人クラブ連合会選出）
　菊田　光嘉（一般公募）
　新畑　　康（弁護士）
　俵本　照子（一般公募）
　長谷川力雄（町議会選出）
　山本　　勲（町議会選出）
　山本　内匠（町区長会選出）
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日 月 火 水 木 金 土
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文化会館・図書館ともに休みの日

図書館が利用できない日　　　　

2828

2月のカレンダー2月のカレンダー2月のカレンダー

　「天使のささやきの日」をご存知でしょうか？天使のささやきと
は、空気中の水蒸気が凍ってできるダイヤモンドダストのことです。
北海道幌加内町で氷点下41.2℃という最低気温を記録した２月17
日を「天使のささやきの日」と、「天使の囁

ささや

きを聴く会」が1994年に制
定しました。とても寒いイメージを天使というロマンティックなイ
メージに変えた記念日ですね。

２月のおはなし会
●２月８日（土）午後２時30分～
　こどものためのおはなし会
●２月16日（日）午後３時～
　こどものためのおはなし会
●２月23日（日）午後２時～
　大人のための朗読会　響

新しいさわる絵本を寄贈していただきました

　１人暮らしで、いつも退屈し
てばかりいるこぶたのイザベル
の日課は、美術館のいすに寝こ
ろがって一枚の絵をながめるこ
と。絵の右下の隅から小さな美
しい天使の少年がいつもイザベ
ルに笑いかけているようでした。
ある日、絵の中の天使に恋して
しまったイザベルの想いが、す
てきな奇跡を起こします。

　この本は、空から舞い降りる
小さな小さな氷の彫刻をじっく
りながめて楽しむためのもので
す。息をのむほど美しい「雪の結
晶」写真を250点以上掲載してい
ます。典型的な形から珍しい形
まで、構造や種類、結晶の成長、
しくみなどを細かく解説。これ
を読めば、袖にのった雪をそっ
と見つめて結晶の輝きと美しさ
を感じる楽しみが増えますよ。

　さちは、野原で天使を拾いま
した。さちは、自分なりに天使
の飼い方を工夫しますが、びっ
くりすることばかり。例えば、
天使のえさは「お話」なのです。
特に天使が好きなのは、さちが
ドキドキした時のお話でした。
そんなある日、さちのクラスに、
転入生がきました。転入生と友
だちになりたいと思うさちでし
たが…。心があたたかくなるお
話です。

　地上で生きる人の目には見え
ない天空のお城・レインボーシャ
トーに住む老神様ジイリン。ジ
イリンの役目は、天使たちを人
間の赤ちゃんとして下界に送り、
生きるための「心」を教えること。
そして今日も大勢の天使が旅
立っていく…。天使たちの一生
を通じ、生きるために必要なも
のとは何かを綴

つづ

るファンタジー
です。

「イザベルと天使」　
作／ティエリー�マニエ　絵／ゲオルグ�ハレンスレーベン

金の星社
「天使のかいかた」

作／なかがわ�ちひろ　理論社

「雪の結晶　小さな神秘の世界」
著／ケン�リブレクト　訳／矢野�真千子

　河出書房新社
「オールエンジェル」

著／木村�沙羅　文芸社

　図書館ボランティアとして活動いただいているさくら会（代表・
小澤富子さん）制作のさわる絵本『おくちはどーこ』が完成し、図書
館に寄贈していただきました。
　さわる絵本とは、目の不自由な子どもや大人がさわって楽しめ
るように工夫された絵本です。館
内で立体感や素材の手触りなど、
手にふれてお楽しみください。
■問い合わせ先
　町立図書館　☎0747-54-2120
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花
岡
童
話
を
愛
で
る　

第
二
十
三
話

蟇が
ま

ぼ
と
け

文
／
花
岡
大
学

絵
／
前
田
晃
宏
・
清
水
公
照

そ
こ
ま
で
、
や
さ
し
い
お
し
ゃ
か

さ
ま
の
、
お
話
を
聞
い
た
と
き
だ
っ

た
。

が
ま
は
、
と
つ
ぜ
ん
、
背
中
を
な
に

か
で
、
ぎ
ゅ
っ
と
お
さ
え
ら
れ
た
。

ど
う
し
た
の
か
と
思
っ
て
、
上
を

み
あ
げ
た
が
ま
は
、「
あ
っ
！
」と
、

お
ど
ろ
い
て
、
こ
え
を
の
ん
だ
。

あ
の
荒
く
れ
の
牛
飼
い
の
男
の
、
杖

が
の
っ
か
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

し
か
し
、
牛
飼
い
の
男
は
、
そ
こ

に
が
ま
が
い
る
こ
と
に
、
気
が
つ

い
て
い
な
い
ら
し
い
。

ど
う
や
ら
、
お
し
ゃ
か
さ
ま
の
お

話
に
、
耳
を
か
た
む
け
て
い
る
よ

う
に
み
え
る
。

そ
ん
な
こ
と
っ
て
、
あ
る
だ
ろ
う

か
。
へ
い
ぜ
い
、
お
し
ゃ
か
さ
ま

の
こ
と
を
、
ば
か
に
し
て
の
の
し
っ

て
い
る
、
そ
ん
な
男
だ
。
そ
れ
で

が
ま
は
、
し
ば
ら
く
、
注
意
ぶ
か

く
、
男
を
み
あ
げ
て
い
て
、
お
ど

ろ
い
た
。
ま
ち
が
い
な
く
聞
き
入
っ

て
い
る
。
へ
い
ぜ
い
が
、
へ
い
ぜ

い
だ
け
に
、
そ
の
顔
つ
き
は
、
し

ん
け
ん
そ
の
も
の
で
、
遠
く
か
ら
、

く
い
入
る
よ
う
に
、
お
し
ゃ
か
さ

ま
の
、
お
顔
を
み
つ
め
、
と
き
ど

き
う
な
づ
き
さ
え
し
て
い
た
。

こ
ん
な
う
れ
し
い
こ
と
っ
て
、
あ

る
だ
ろ
う
か
。

清水公照・花岡大学『がまぼとけ』探究社より抜粋

今
、
野
獣
の
よ
う
に
気
の
あ
ら
い
、

ひ
と
り
の
男
が
、
す
く
わ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
の
だ
。

ね
っ
し
ん
に
聞
き
入
っ
て
い
る
せ

い
で
、
思
わ
ず
杖
に
、
力
が
は
い

る
の
か
、
杖
は
つ
よ
く
、
が
ま
の

背
中
を
、
お
さ
え
つ
け
た
。
牛
飼

い
の
男
の
聞
き
方
に
、
ね
つ
が
く

わ
わ
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
杖
は
、

い
よ
い
よ
つ
よ
く
が
ま
の
背
中
の
、

い
ぼ
の
あ
る
ぶ
あ
つ
い
皮
に
、
く
い

こ
ん
だ
。
痛
い
。
苦
る
し
い
。
だ
が
、

こ
こ
で
、
か
ら
だ
を
動
か
せ
ば
、
も

と
も
こ
も
な
い
。
今
、動
け
ば
、せ
っ

か
く
、
大
切
な
話
を
聞
い
て
い
る
、

牛
飼
い
の
男
の
心
を
み
だ
し
、
ま

た
と
な
い
機
会
を
、
う
し
な
っ
て

し
ま
う
に
ち
が
い
な
い
か
ら
だ
。

（
が
ま
は
ど
う
な
る
の
？ 

続
き
は

町
立
図
書
館
で
）

▲清水公照 画「がまぼとけ」

小学校英語指導助手の
ディオン・リーレイ・クラークさん

　みなさん、こんにちは！梨の音です。みなさん良いお年
を迎えられたことと思います。まだまだ信じられないくら
い寒い日が続きますが、私はとてもわくわくしています。
なぜなら、この３月に私の姉が日本へやってくるからです。
姉とは電話でよく話をしていますが、直接会えるなんてき
っと電話よりもすばらしいことになるでしょうね。姉の名
前はケイトリンと言いまして、現在はマサチューセッツ州
のボストンという町に住んでいます。マサチューセッツ州
はコネチカット州とロードアイランド州に接しており、ニ
ューヨーク州の東側に位置する小さな州です。ルイジアナ
州は縦長のピンと伸びたブーツの形をしているのに対し、
マサチューセッツ州は誰かがぶつかったようなブーツの形
をしています。私の実家があるルイジアナ州はアメリカ南
部に位置していますので、私たち姉妹は寒い気候があまり
好きではありません。また、ボストンの人々の振舞い方や
話し方はニューオリンズの人々のそれとは違っています。
日本やボストンへ移り住むにあたって、私たち姉妹は大き
な順応を迫られることとなりました。私はたびたび、「まる
で私たち姉妹の二人ともが違う国へ引っ越ししてきたよう
だね。」と冗談を言っています。
　全く違う国の話になりますが、私はこの冬休みに香港へ
行ってきました。香港は私がイメージしていたよりも美し
く国際的な都市でした。香港ディズニーランドで列に並ん
でいるときには、ロシア語やヒンディー語を含む様々な国
の言葉を聞いてとても驚きました。さらに、スティッチエ
ンカウンターというショーの中で、スティッチと会話する
人に選ばれた時には、もっと驚きました。香港という都市
については、香港島と対面して九龍地区のビクトリア湾側
に立つと、昼でも夜でも、山や高層建築物などの空を背景
とした息をのむほどのすばらしい景色を眺めることができ
ます。その高層ビル群の中で私の大好きな建築物はという
と、88階建ての国際金融センターです。この建物はクリ
ストファー・ノーラン監督が撮ったバットマン・ダークナイ
トという映画の中で、詐欺師で強盗の会計士を捕まえるた
めに、バットマンがひらりと飛んだビルです。そして、私
はいくつかの小さな漁村にも行ってきました。このような
漁村では、新鮮な魚を小舟から直接買うことができますし、
とても美しい夕陽をみることもできるのです。それは、す
ばらしい旅となりました。

 Hello everyone! Nashi no oto desu. I hope everyone 
is having a Happy New Year. Although it is still 
ridiculously cold, I am super excited. My sister is 
coming to visit this March! I call my sister often, 
but it will be so wonderful to see her in person. Her 
name is Caitlin and she is currently living in Boston, 
Massachusetts. Massachusetts is a small state 
to the right New York which hugs both Connecticut 
and Rhode Island. Louisiana looks like an upright 
boot whereas, Massachusetts looks like a boot that 
someone knocked over. Our home state of Louisiana 
is in the southern part of America, so my sister and 
I are not fans of the cold weather. Also, people from 
Boston act and speak differently than people from 
New Orleans. Moving to Japan and Boston has been 
a big adjustment for both of us. I often joke that it’s 
as if we both moved to a different country. 
 Speaking of different countries, this winter vacation 
I took a trip to Hong Kong. The country was much 
more beautiful and international than I could ever 
imagine. Standing in line at Hong Kong Disney 
Land, I was surprised hear a variety of languages 
spoken including Russian and Hindi. I was especially 
surprised when I was chosen to chat with Stitch 
during the Stitch Encounter show. As for the city, 
if you stand on the Kowloon side of Victoria Harbor 
and face Hong Kong Island, you will see the most 
breathtaking skylines whether day time or night time. 
My favorite building of the bunch was definitely the 
88-story International Finance Centre where Batman 
leaped off of to capture a crooked mob accountant 
in Christopher Nolan’s Batman reboot, The Dark 
Knight. I also visited a few small fishing villages 
where you could purchase fresh fish straight of the 
boat and catch a beautiful sunset. It was a wonderful 
trip.
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日
ご
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■
日
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・
内
容

　

３
月
２
日（
日
）

○
開　

会

　

午
後
１
時
～

○
発
表
会

　

�

午
後
１
時
15
分
～
午
後
３
時
15
分

ご
ろ

　

町
琴
伝
流
子
ど
も
大
正
琴
教
室

　

町
装
道
和
装
礼
法
子
ど
も
教
室

　

町
子
ど
も
茶
道
教
室

　

町
子
ど
も
日
本
舞
踊
教
室

○
交
流
会「
お
お
よ
ど　

ふ
る
さ
と

　

カ
ル
タ
大
会
」

　

�

午
後
３
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

ご
ろ

※�　

保
護
者
や
ご
観
覧
の
み
な
さ
ん

の
参
加
も
可

■
場　

所

　

町
文
化
会
館　

１
階　

小
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
児
童
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
７-

52-

８
３
１
９

■
日　

時

　

３
月
16
日（
日
）

　

開
場　

午
後
１
時

　

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

終
演　

午
後
３
時
30
分　

予
定

■
場　

所

　

町
文
化
会
館　

あ
ら
か
し
ホ
ー
ル

■
出
演
者

　
�

藤
堂
輝
明
・
梅
若
朝
硺
・
進
藤
聖

子
・
松
本
理
恵
・
坂
﨑
守
寛　

等

■
募
集
人
数

　

３
２
５
組　

６
５
０
名

■
料　

金

　

無
料

■
申
込
方
法

　

郵
便
往
復
は
が
き（
私
製
を
の
ぞ

く
）に
以
下
を
記
入
し
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

�

【
往
信
用
裏
面
】

　

①
郵
便
番
号　

②
住
所

　

③
名
前　
　
　

④
電
話
番
号

�

【
返
信
用
表
面
】

　

①
郵
便
番
号　

②
住
所　

③
名
前

�

【
返
信
用
裏
面
】

　

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※�　

抽
選
結
果
を
印
刷
し
て
ご
返
送

し
ま
す
。

【
あ
て
先
】

　

〒
６
３
８-

０
８
１
２

　

�

奈
良
県
吉
野
郡
大
淀
町
桧
垣
本

２
０
９
０
番
地

　

�

大
淀
町
文
化
会
館「
民
謡
を
た
ず

ね
て
」係
り　

■
申
込
締
切

　

２
月
28
日（
金
）必
着

※�　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

の
う
え
入
場
整
理
券（
１
枚
で
２

人
様
入
場
可
）を
送
り
ま
す
。

※�　

未
就
学
児
の
観
覧
は
不
可

※�　

記
入
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合

や
、
郵
便
往
復
は
が
き
以
外
で
の

ご
応
募
は
無
効

■�

放
送
予
定（
ラ
ジ
オ
第
一
／
Ｆ
Ｍ

／
国
際
放
送
）

「
流
域
住
民
に
よ
る
源
流

体
験
会
」
参
加
者
募
集

家
族
介
護
者
教
室

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
放
送�

「
民
謡
を
た
ず

ね
て
」�

公
開
録
音
観
覧
者
募
集

　

４
月
５
日（
土
）・
12
日（
土
）

　
　
　

19
日（
土
）

　

午
後
０
時
30
分
～
午
後
０
時
55
分

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
町
文
化
会
館　

　

☎
０
７
４
７-

54-

２
１
１
０

◦
Ｎ
Ｈ
Ｋ
奈
良
放
送
局　

　

☎
０
７
４
２-

26-

３
４
１
１

　

自
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
人

が
、
よ
り
安
心
し
て
介
護
が
で
き
る

よ
う
に
、
介
護
の
知
識
と
技
術
を
学

び
、
介
護
に
対
し
て
の
精
神
的
・
肉

体
的
な
軽
減
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
ま
す
。

■
内　

容

　

�

知
っ
て
く
だ
さ
い�

認
知
症
の
世
界

～
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
れ
ば
～

■
日　

時

　

３
月
１
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
場　

所

　

�

町
桜
ヶ
丘
総
合
セ
ン
タ
ー

　

２
階　

集
会
室

■
対
象
者

◦�

町
内
在
住
で
、
要
支
援
・
要
介
護

状
態
に
あ
る
人
を
自
宅
で
介
護
さ

れ
て
い
る
人

◦�
一
人
暮
ら
し
の
虚
弱
高
齢
者
の
介

護
に
携
わ
っ
て
い
る
近
隣
の
援
護

者
◦
介
護
に
対
し
て
興
味
の
あ
る
人

■
募
集
人
数

　

30
人
程
度

■
申
込
締
切

　

２
月
25
日（
火
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト

　

☎
０
７
４
７-

52-

７
７
６
０

　

吉
野
川
の
源
流
の
森（
川
上
村
）を

訪
ね
、
水
環
境
に
つ
い
て
考
え
ま

し
ょ
う
。

■
日　

時

　

３
月
８
日（
土
）

　

午
前
10
時　

集
合

　

午
後
４
時　

解
散
予
定

■
集
合
場
所

　

�

森
と
水
の
源
流
館

　
（
吉
野
郡
川
上
村
宮
の
平
）

■
内　

容

　

吉
野
川
源
流
水
源
地
の
森
を
散
策

　

�（
往
復
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
き

ま
す
。）

町
伝
統
文
化
子
ど
も
教
室

発
表
・
交
流
会

（往信オモテ） （返信ウラ） （返信オモテ） （往信ウラ）
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町 役 場
0747−52−5501

0747−52−5502

大 淀 病 院 0747−52−8801

水 道 部 0747−52−0137

大 淀 消 防 署 0747−52−1199

教 育 委 員 会 0747−52−1522

町 中 央 公 民 館 0747−52−1524

保 健 セ ン タ ー 0747−52−9403

児 童 セ ン タ ー 0747−52−8319

桜ヶ丘総合センター 0747−52−5402

旭ヶ丘総合センター 0746−32−5189

杉本記念文化センター 0746−32−2489

平 畑 体 育 館 0747−52−6234

南和広域美化センター 0747−52−3253

文 化 会 館 0747−54−2110

図 書 館 0747−54−2120

町 社会福祉協議会 0747−52−1941

町包括支援センター 0747−52−7760

中 吉 野 警 察 署 0747−53−0110

吉野路大淀ｉセンター 0747−54−5361

健康づくりセンター 0746−34−5501

シルバー人材センター 0747−54−5522

ふれあい活動センター 0747−54−5533

パ ー ク ゴ ル フ 場 0745−67−0543

が
ん
サ
ロ
ン

『
患
者
サ
ロ
ン
よ
し
の
』

　

が
ん
サ
ロ
ン
は
、
が
ん
患
者
や
そ

の
家
族
同
士
が
悩
み
や
不
安
を
語
り

合
う
こ
と
が
で
き
、
同
じ
体
験
を
し

た
仲
間
が
集
う
こ
と
が
で
き
る
場
で

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
内　

容

○�

講
演
会「
が
ん
と
化
学
療
法
の
副

作
用
」

○�
交
流
会（
が
ん
患
者
、
家
族
同
士

で
情
報
交
換
）

■
日　

時

　

３
月
14
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

■
場　

所

　

吉
野
保
健
所　

２
階　

大
会
議
室

■
対　

象

　

�

県
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
が
ん
患

者
、
そ
の
家
族

■
定　

員

　

先
着
30
人

※�　

定
員
を
超
え
た
場
合
の
み
通
知

し
ま
す
。

■
参
加
費

　

無
料

■
申
込
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
参
加
人

数
を
記
入
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵

送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
３
８-�

０
０
４
５

　

下
市
町
新
住
15-

３

　

吉
野
保
健
所�

母
子
・
健
康
推
進
係

　

☎
０
７
４
７-

64-

８
１
３
４

　
　

０
７
４
７-

52-

７
２
５
９

　

専
門
看
護
師
、
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
奈
良
県
支
部
役
員
が
対
応
し
ま

す
。
独
り
で
悩
ま
ず
に
、
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
対　

象

　

�

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
を
持
っ
て

い
る
人
で
悩
み
を
持
っ
て
い
る
人

■
日
時
・
場
所

○
２
月
18
日（
火
）午
前
９
時
～
正
午

　

�

奈
良
県
文
化
会
館（
奈
良
市
登
大

路
町
）

○
２
月
22
日（
土
）午
前
９
時
～
正
午

　

�

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
橿
原
市
大
久
保
町
）��

■
費　

用　

無
料

■
申
込
み　

不
要

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱

の
人
へ
の
個
別
相
談
会

■
定　

員

　

先
着
50
人

■
料　

金

　

無
料

※　

昼
食
は
各
自
持
参

■
申
込
締
切

　

２
月
24
日（
月
）

■
申
込
方
法

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル

※�　

氏
名
、住
所
、電
話
番
号
、メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
団

体
の
場
合
は
団
体
名
を
記
入

■
主　

催

　

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
協
議
会　

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

企
画
政
策
課

　
　

０
７
４
７-

52-

４
３
１
０

　
　

�k
ik
a
k
u
seisa

k
u
@
to
w
n
.

oyodo.lg.jp

■
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
奈
良
県
支
部

　

☎
０
７
４
２-

49-

１
８
３
９

善意銀行だより善意銀行だより

善意 銀行

　今回、次のみなさまから善意が寄せ
られました。

□社会福祉のため　金12,000円
　東元　ちづ子（北町３丁目）
□社会福祉のため　金�4,790円
　柏田商店

　ありがとうございました。有意義に
使わせていただきます。

　��町社会福祉協議会

町立大淀東部幼稚園 PTA から
エコキャップ運動終了のお知らせ
　来年度からの園児減少に伴い、キャップの洗浄
等が困難となりますので、誠に勝手ながら、２月
15日をもって回収を終了とさせていただきます。
　ご支援、ご協力をいただきましたみなさまには
大変感謝しております。ありがとうございました。
■問い合わせ先
　町立大淀東部幼稚園　☎ 0746-32-0264
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編
集
・
発
行
　
大
淀
町
役
場
　
総
務
課
広
報
広
聴
係
／
奈
良
県
吉
野
郡
大
淀
町
桧
垣
本
2090番

地
／
☎
 074752

5501　FA
X
 074752

4310／
http：

//w
w
w
.tow

n.oyodo.nara.jp
毎
月
1
回

1
日
発
行

大淀町民憲章（平成3年11月1日制定）
わたくしたちは、吉野の、川と緑の恵み
を守り、豊かな文化と活力ある南和の中
核都市をめざし、この憲章を制定します。

１． わたくしたちは、緑と水と心のきれ
いな町をつくります。

１． わたくしたちは、互いに人権を尊び、
共に生きるあたたかい町をつくります。

１． わたくしたちは、すぐれた郷土を愛
し、文化と教養の香りたかい町をつ
くります。

１． わたくしたちは、スポーツに親しみ、
健康で仕事に励む活気ある町をつく
ります。

１． わたくしたちは、老人を敬い、子ど
もの夢を育て、生きがいのある町を
つくります。

梨花 アラカシ

この広報紙は、再生紙を使用しています。

広告は、町の新たな財源の創出を図るために掲載しています。みなさまのご理解とご協力をお願いします。

このコーナーの「すまいる」の写真を
お待ちしています。申し込みは、町
役場総務課まで。

（南大和）

両親からのコメント
元気にすくすく
大きくなってね

上
うえだ
田　頼

らいあ
空くん

（平成24年12月11日生まれ）

　のうごき
平成25年12月31日現在

●人　口 19,153人（－14）
　　男 9,189人（－ 6）
　　女 9,964人（－ 8）
●世帯数 7,506（＋ 3）
    　（　）内は前月との比較

ご成人おめでとうございます！

広　告

広　告

広　告


